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〈
共
同
研
究
〉
称
名
寺
聖
教

『
法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
（
三
）

―

「
少
善
根
」
「
随
縁
雑
善
」
理
解
に
対
す
る
一
考
察
と
巻
三
翻
刻 ―

佐
竹
真
城
・
赤
松
信
映
・
西
村
慶
哉
・
井
上
慶
淳

要
旨

　

『
法
事
讃
光
明
抄
』
四
巻
は
神
奈
川
県
称
名
寺
所
蔵
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
管

理
）
に
な
る
国
宝
称
名
寺
聖
教
の
中
の
一
書
で
あ
り
、
善
導
（
六
一
三―

六
八
一
）

撰
『
法
事
讃
』
二
巻
を
註
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
撰
者
は
法
然
（
一
一
三
三―

一
二
一
二
）
の
門
下
の
一
人
で
あ
る
覚
明
房
長
西
（
一
一
八
四―

一
二
六
六
）
で
あ

る
。
全
四
巻
の
う
ち
巻
一
・
二
に
つ
い
て
は
概
要
と
そ
の
翻
刻
を
報
告
済
み
で
あ

り
、
本
稿
は
そ
の
続
編
に
あ
た
り
、
巻
三
の
翻
刻
な
ら
び
に
そ
の
内
容
に
つ
い
て
一

考
を
加
え
、
中
世
浄
土
教
研
究
の
進
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド  

法
然
　

覚
明
房
長
西
　

九
品
寺
流
　

少
善
根
　

随
縁
雑
善

は
じ
め
に

　

小
論
は
、
「
〈
共
同
研
究
〉
称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
（
一
）

概
要
と
巻
一
翻
刻― 　

*1

」
お
よ
び
「
〈
共
同
研
究
〉
称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』

に
つ
い
て
㈡―

所
引
の
『
阿
弥
陀
経
』
註
釈
書
か
ら
み
る
展
望
と
巻
二
翻
刻―

　　*2

」
と

題
し
て
発
表
し
た
論
攷
の
続
編
で
あ
り
、
称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
巻
三
の

翻
刻
を
掲
載
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
概
要
な
ら
び
に
巻
一
・
二
の
翻
刻

は
前
稿
を
参
照
願
い
た
い
。
ま
た
、
巻
三
の
翻
刻
を
紹
介
す
る
に
あ
た
っ
て
、
九
品

寺
流
の
諸
師
に
お
け
る
「
少
善
根
」
「
随
縁
雑
善
」
の
理
解
に
つ
い
て
考
察
し
て
お

き
た
い
。

「
少
善
根
」
「
随
縁
雑
善
」
理
解
に
対
す
る
一
考
察
（
井
上
）

　

『
法
事
讃
疑
芥*3

』
巻
三
に
は
、
『
法
事
讃
』
巻
下
の
転
経
分
第
一
段
の
「
捨
彼
荘

厳
」
（
『
聖
典
全
書
』
一
、
八
三
〇
頁
）
か
ら
第
十
段
の
「
貪
瞋
即
是
身
三
業
」

（
『
同
』
一
、
八
四
四
頁
）
ま
で
が
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
注
目
さ
れ
る
の

が
、
『
阿
弥
陀
経
』
に
お
け
る
少
善
根
と
多
善
根
に
関
す
る
議
論
、
所
謂
「
嫌
貶

開
示
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
『
法
事
讃
疑
芥
』
に
お
け
る
「
嫌
貶
開
示
」
理
解
に

つ
い
て
は
、
既
に
佐
竹
真
城
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
良
忠
（
一
一
九
九―

一
二
八
六
）
撰
『
法
事
讃
私
記
』
と
の
関
係
が
窺
え
る*4

。
す
な
わ
ち
、
良
忠
が
『
法

事
讃
私
記
』
に
お
い
て
「
或
人
云
」
と
し
て
引
用
す
る
理
解
が
、
『
法
事
讃
疑
芥
』

巻
三
の
記
述
と
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
「
或
人
」
と
は
長
西
の
こ
と
を
指

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
理
解
に
対
し
て
良
忠
は
、
二
つ
の
点
か
ら
批
判

を
加
え
て
お
り
、
結
果
的
に
長
西
と
良
忠
の
「
少
善
根
」
に
対
す
る
理
解
に
相
違
が

生
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
九
品
寺
流
と
鎮
西
義
と
で
立
場
を
異
に
す
る
二
師
の
間
で
理

解
が
異
な
る
の
は
、
あ
る
意
味
当
然
と
も
い
え
る
。
し
か
し
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な

の
が
、
九
品
寺
流
に
お
い
て
長
西
の
門
弟
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
人
師
の
理
解
に

お
い
て
も
、
長
西
の
理
解
と
は
多
く
の
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は

そ
の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
九
品
寺
流
、
ひ
い
て
は
法
然
門
下
研
究
に
お
け

る
一
視
座
を
提
供
し
た
い
。
具
体
的
に
は
『
阿
弥
陀
経
』
所
説
の
「
少
善
根
」
、
そ

し
て
そ
れ
を
受
け
て
『
法
事
讃
』
に
説
か
れ
る
「
随
縁
雑
善
」
の
語
が
ど
の
よ
う
に

理
解
さ
れ
て
い
た
の
か
を
、
各
師
の
『
法
事
讃
』
註
釈
書
の
記
述
か
ら
検
討
す
る
。

　

な
お
、
長
西
に
は
多
く
の
門
弟
が
い
た
こ
と
が
諸
系
図
か
ら
知
ら
れ
る
が
、
そ

の
な
か
今
回
は
、
長
西
の
直
弟
子
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
念
空
道
教
（
？―

一
二
八
七
）
・
阿
弥
陀
房
（
一
二
〇
〇―

一
二
八
七
）
に
加
え
、
孫
弟
子
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
性
仙
導
空*5

（
生
没
年
不
明
）
を
取
り
上
げ
る*6

。
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法
然
の
理
解

　

九
品
寺
流
諸
師
の
理
解
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
法
然
の
解
釈
を
確
認
し
て
お

こ
う
。
『
選
択
集
』
多
善
根
章
で
は
、
は
じ
め
に
『
阿
弥
陀
経
』
「
嫌
貶
開
示
」
と

『
法
事
讃
』
「
随
縁
雑
善
」
の
文
を
引
い
た
の
ち
、
私
釈
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

私ニ

云ク

、
「
不ト

イ
フ

レ
　

可
カ
ラ下

以テ
二

少
善
根
福
徳ノ

因
縁ヲ
一

得
上
レ

生ズ
ル
コ
ト
ヲ

二
　
　
　

 

彼ノ

国ニ
一

」
者
、
諸

余ノ

雑
行
者
難シ
レ

生ジ
二

彼ノ

国ニ
一

。
故ニ

云フ
二

「
随
縁
雑
善
恐
難
生ト

」一
。
「
少
善
根ト

」
者

対ス
ル二

多
善
根ニ
一

之
言
也
。
然レ

バ

則チ

雑
善ハ

是
少
善
根
也
、
念
仏ハ

是
多
善
根
也
。

（
『
聖
典
全
書
』
一
、
一
三
一
七
頁
）

　

法
然
は
、
少
善
根
＝
雑
行
＝
雑
善
と
し
、
多
善
根
＝
念
仏
と
理
解
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
『
阿
弥
陀
経
』
の
「
少
善
根
」

も
、
『
法
事
讃
』
の
「
随
縁
雑
善
」
も
、
法
然
に
お
い
て
は
同
じ
く
雑
行
と
理
解
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る*7

。
こ
れ
を
前
提
に
、
以
下
に
お
い
て
九
品
寺
流
の
諸
師
の

「
少
善
根
」
「
随
縁
雑
善
」
の
理
解
を
窺
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

長
西
の
理
解

　

ま
ず
「
少
善
根
」
に
つ
い
て
、
長
西
は
先
達
の
理
解
と
し
て
諸
師
の
説
を
引
用
し

た
後
、
以
下
の
問
答
を
設
け
て
い
る
。

尋ネ
テ

云ク

、
付キ

テ二

「
不
可
以
少
善
根
」
等
之
文ニ
一

、
諸
師ノ

作ス
ハ二

異
解ヲ
一

有ル
二

何ノ

由
一

歟
。

答フ

。
於
所
釈ノ

経
文
分
明ナ

レ
バ

、
諸
師
全ク

不
レ

異ナ
ラレ

解
。
文
相
幽
玄ナ

レ
バ

異
解
不
同

也
。
而ニ

今
雖モ
レ

説ク
ト二

少
善
不
生ト
一

、
未ダ
レ

明サ
二

少
善
之
相ヲ
一

。
而ニ

今
案ズ

ル
ニ

二
　

此ノ

文

意ヲ
一

有リ
二

其ニ

二
意
一

。

一ニ
ハ

次
下ニ

説ク
二

執
持
名
号ノ

得
生ヲ
一

。
故ニ

知ヌ

、
指シ

テ二

名
号ノ

外ノ

自
余ノ

諸
善ヲ
一

、
云フ
二

少

善
不
生ト
一

歟ト

。
二ニ

ハ

説ク
二

一
心
不
乱
即
得
往
生ト
一

。
故ニ

知ヌ

、
設ヒ

雖モ
二

執
持
名
号ス

ト一

非ズ
ハ二

一
心
不
乱ニ
一

云フ
二

少
善
不
生ト
一

歟ト

。
有ル

ガ二

此ノ

道
理
一

故ニ

、
諸
師
各
異ニ

ス
ル

レ
　

解ヲ

也
。

又
雖モ
二

余
行ト
一

、
一
心
不
乱ノ

行ハ

之レ

即
得
往
生
也
。
何ゾ

云フ
二

少
善
不
生ト
一

歟
。
又

雖モ
二

名
号ト
一

、
非ズ

ハ二

一
心
不
乱ニ
一

不
レ

可カ
ラレ

生ズ

。
何ゾ

云フ
二

即
得
往
生ト
一

歟
。
故ニ

知ヌ

、

『
経ノ

』
意
、
大ニ

約シ
テ二

安
心ノ

厚
薄ニ
一

説ク
二

少
善
不
生ト
一

也ト

。
然レ

バ

則チ

、
人
師ノ

解
釈ハ

多

分ニ

約シ
二

安
心ノ

浅
深
一

、
釈ス

ル二

少
善
不
生
之
義ヲ
一

也
。
　
　

 

（
巻
三
、
二
一
丁
左
）*8

こ
こ
で
は
「
少
善
根
」
と
し
て
、

　

㈠
…
執
持
名
号
以
外
の
諸
善

　

㈡
…
非
一
心
不
乱
の
執
持
名
号

と
い
う
二
義
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
長
西
に
お
け
る
「
執
持
名
号
」
と
は
必

ず
し
も
称
名
念
仏
に
限
ら
な
い
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る*9

。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
広

い
意
味
で
の
念
仏
を
指
し
て
「
執
持
名
号
」
と
述
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
注

目
さ
れ
る
の
は
、
第
二
義
と
し
て
、
念
仏
で
あ
っ
て
も
一
心
不
乱
で
な
け
れ
ば
「
少

善
根
」
で
あ
る
と
み
な
す
点
で
あ
る
。
次
に
「
随
縁
雑
善
」
に
つ
い
て
は
、

疑ヒ
テ

云ク

、
「
随
縁
」
之
義
如
何
。
答フ

。
随
機ノ

縁
也
。
八
万ノ

正
教
、
共ニ

随
縁ノ

教

也
。
然ル

ニ

而
今
別ニ

取リ
テ二

一
法ヲ
一

、
指シ

テ二

其
外ヲ
一

云フ
二

随
縁ト
一

也
。

又
「
雑
善ト

」
者
何
等
歟
。
答フ

。
念
仏ノ

外ノ

諸
行
也
。
此レ

即チ

正
雑
二
行ノ

中ノ

雑
行

也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
巻
三
、
二
四
丁
左
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
随
縁
雑
善
」
は
念
仏
以
外
の
諸
行
、
す
な
わ
ち

雑
行
を
指
す
と
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
、
長
西
の
理
解
の
特
徴
と
し
て
は
、
「
少
善
根
」
に
二
義
を
示
し
、
執
持
名

号
を
必
ず
し
も
多
善
根
と
し
て
取
ら
な
い
点
に
あ
る
と
い
え
る
。

　

長
西
の
門
弟
に
お
け
る
理
解

   

　

 
阿
弥
陀
房
の
理
解

  

次
に
阿
弥
陀
房
の
理
解
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
長
西
の
著
作
群
で
あ
る
〈
浄
土
疑
芥
〉*10

に
は
、
所
々
に
「
私
云
…
」
と
し
て
述

べ
ら
れ
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
阿
弥
陀
房
の
解
釈
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
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い
る*11

。
そ
し
て
そ
の
理
解
は
、
直
前
に
あ
る
長
西
の
も
の
と
異
な
る
場
合
も
多
く
、

『
法
事
讃
疑
芥
』
に
お
け
る
「
少
善
根
」
や
「
随
縁
雑
善
」
の
解
釈
に
つ
い
て
も
、

長
西
と
は
異
な
る
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
先
ほ
ど
確
認
し
た
、
長
西
が
「
少
善

根
」
に
二
義
を
挙
げ
る
文
の
直
後
に
、
以
下
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

私ニ

云ク

、
付テ
二

「
随
縁
雑
善
恐
難
生
」
等
之
文ニ
一

、
料
二

簡ス
ル
ニ

之ヲ
一

有ル
二

四
意
一

歟
。
謂ク

、
一ニ

ハ

余
行ハ

疎
雑ナ

ル
ガ

故ニ

、
云フ
二

不
生ト
一

。
如キ
三

深
心ノ

下ニ

釈ス
ル
ガ

二 

「
雖
可
廻

向
得
生
衆
名
疎
雑
行ト

」一
也
。
二ニ

ハ

余
行ハ

散
心ナ

ル
ガ

故ニ

、
云フ
二

不
生ト
一

。
如キ
三

下

品
上
生ニ

釈ス
ル
ガ

二
　

「
聞
経
十
二
部
心
散
故
滅
罪
軽
」
等ト
一

也
。
此ノ

二
義ハ

於テ
二

具
足
三

心ノ

人ニ
一

、
与
奪
之
意ニ

テ

且ク

云フ
二

不
生ト
一

也
。
又
『
経ニ

』
説ニ

ハ二

得
生ヲ
一

者
云ヒ
二

「
一
心

不
乱ト

」一
、
釈ニ

云ヘ
リ二

「
専
復
専
」
等ト
一

。
此ハ

約シ
テ二

行
相ニ
一

釈ス
ル二

得
生ト
一

也
。
三ニ

ハ

余

行ニ
ハ

挙テ
二

不
具
三
心ノ

者ヲ
一

、
云フ
二

不
生ト
一

。
如キ
三

元
照ノ

『
小
経ノ

疏ニ

』
云ガ
二

「
无
正
信

廻
向
願
求
」
等ト
一

也
。
四ニ

ハ

念
仏ニ

モ

挙テ
二

不
具
三
心ノ

者ヲ
一

、
云フ
二

不
生ト
一

。
如キ
三

智

円ノ

『
小
経ノ

疏ニ

』
云ガ
二

「
等
閑
発
願
散
乱
称
名ト

」一
也
。
此ノ

二
義ハ

於テ
二

不
具
三
心ノ

人ニ
一

、
以テ
二

実ノ

義ヲ
一

云フ
二

不
生ト
一

也
。
又
『
礼
讃ノ

』
序ニ

釈シ
テ二

不
生ノ

者ヲ
一

、
云ヘ

リ二

「
若

欲
捨
専
修
雑
業
者
希
得
一
二
…
…
千
中
无
一
」
等ト
一

、
此ハ

約シ
テ二

安
心ニ
一

、
云フ
二

不

生ト
一

也
。
又
此ノ

四
義ノ

中ニ

、
初ノ

二
義ハ

仮
令ノ

義
也
、
容
有ノ

義
也
。
後ノ

二
義ハ

真
実ノ

義

也
、
必
然ノ

義
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
巻
三
、
二
一
丁
左―
二
二
丁
右
）

　

こ
の
直
前
で
長
西
は
「
少
善
根
」
を
釈
し
て
い
る
が
、
「
随
縁
雑
善
」
に
つ
い
て

の
解
釈
が
述
べ
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
阿
弥
陀
房
は
「
少
善
根
」
と
「
随
縁
雑

善
」
を
重
ね
て
理
解
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
証
と
し
て
、
長
西
が
「
随
縁

雑
善
」
を
釈
し
て
い
る
箇
所
に
も
ほ
と
ん
ど
同
文
が
示
さ
れ
て
い
る*12

。
こ
こ
で
、
阿

弥
陀
房
は
不
生
の
理
由
に
つ
い
て
四
義
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　

㈠
余
行
は
疎
雑
な
る
が
故
に
不
生
　
　

　

㈡
余
行
は
散
心
な
る
が
故
に
不
生

　

㈢
余
行
に
は
不
具
三
心
の
者
を
挙
げ
て
不
生

　

㈣
念
仏
に
も
不
具
三
心
の
者
を
挙
げ
て
不
生

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
㈠
㈡
に
つ
い
て
は
仮
令
・
容
有
の
義
、
㈢
㈣
の
義
が
真
実
・

必
然
の
義
で
あ
る
と
す
る
。
こ
こ
で
の
仮
令
・
容
有
の
義
が
具
体
的
に
ど
う
い
っ

た
意
な
の
か
は
一
考
の
余
地
が
あ
る
が
、
㈢
㈣
を
真
実
義
で
あ
る
と
す
る
点
に
鑑

み
る
と
、
阿
弥
陀
房
は
余
行
・
念
仏
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、
不
具
三
心
の
者
は
不
生

で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
不
可
以
少
善
根
」
と
は
、

不
具
三
心
の
行
を
指
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
上
に
お
い
て
長
西
は
、
念
仏

で
あ
っ
て
も
一
心
不
乱
で
な
け
れ
ば
、
少
善
根
の
行
で
あ
り
不
生
で
あ
る
と
し
て
い

た
。
一
方
で
阿
弥
陀
房
は
、
念
仏
に
お
い
て
不
具
三
心
で
の
行
を
不
生
で
あ
る
と
し

て
お
り
、
相
違
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
長
西
が
「
随
縁
雑
善
」
の
文
を
釈
し
た
後
に

は
、
阿
弥
陀
房
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私ニ

云ク

、
（
中
略
）
若シ

爾ラ

者
、
釈
文ニ

「
極
楽
无
為
涅
槃
界ト

」
者
讃
二

嘆ス

所
生ノ

浄

土ヲ
一

。
「
随
縁
雑
善ト

」
者
約ス
二

往
生ノ

修
因ニ
一

。
謂ク

「
雑ト

」
者
能
雑
也
。
「
善ト

」

者
所
雑
也
。
付キ

テ二

能
雑ニ
一

有リ
レ

三
。
一ニ

ハ

三
業ノ

善
行
、
当タ

ル二

『
礼
讃ノ

』
四
修ノ

中ノ

无

余
修ノ

下ノ
「
不
雑
余
業ニ

」一
。
二ニ

ハ

身
口ノ

衆
務ノ

悪
業
、
当タ

ル二

无
間
修ノ

下ノ
「
不
以
余
嗔

業
来
間ニ

」一
。
三ニ

ハ

意
地ノ

妄
念
、
当タ

ル二

无
間
修
下ノ

「
不
以
貪
嗔
煩
悩
来
間ニ

」一
也
。

「
善ト

」
者
念
仏ノ

善
也
。
「
恐
難
生ト

」
者
当タ

ル二

「
一
二
三
五
乃
至
千
中
无
一ニ

」一

也
。
意ニ

云ク

、
『
観
経ノ

』
義ハ

亘リ
二

念
仏ト

諸
行ト

ニ一

、
広ク

釈ス
二

往
生ノ

行ヲ
一

。
『
礼
讃ハ

』
一

向ニ

付キ
テ二

三
業ノ

念
仏ノ

一
行ニ
一

勧
進ス

。
故ニ

厳シ
ク

簡ブ
ナ
リ

二
　

余
行
悪
業
等ヲ
一

。
今ハ

付キ
テ二

名
号ノ

一

行ニ
一

、
云フ
二

「
随
縁
雑
善
恐
難
生ト

」一
、
対ス

ル
ガ

二
　

執
名
号
之
一
法

ニ一

故ナ
リ

。
又
『
経ニ

』

云フ
ヲ二

「
不
乱ト

」一
、
釈ス
二

「
専
復
専ト

」一
。
若シ

不ハ
二

「
専
復
専ナ

ラ」一
、
設ヒ

執
二

持ス
ト
モ

名

号ヲ
一

往
生ハ

不
可ナ

ル

歟
。  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
巻
三
、
二
五
丁
左
）

　

こ
こ
で
は
「
雑
善
」
の
「
雑
」
は
能
雑
、
「
善
」
は
所
雑
と
さ
れ
、
所
雑
の
善
と

は
念
仏
の
善
の
こ
と
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
の
「
雑
善
」
と
は
、
法

然
や
長
西
の
よ
う
に
雑
行
自
体
を
指
し
て
い
う
の
で
は
な
く
、
念
仏
と
い
う
「
善
」

の
修
し
方
を
指
し
て
「
雑
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
四
修
の
う
ち
、

㈠
無
余
修
の
「
不
雑
余
業
」
、
㈡
無
間
修
の
「
不
以
余
嗔
業
来
間
」
、
㈢
無
間
修
の
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「
不
以
貪
嗔
煩
悩
来
間
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
少
善
根
」
釈
の
直
下
で
は
三
心

の
不
具
に
よ
る
不
生
の
義
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
四
修
で
は
な
い
修
し
方

に
よ
る
不
生
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
直
後
に
前
に
引
用
し
た
四
義

が
再
び
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

    

　

道
教
の
理
解

　

道
教
撰
『
法
事
讃
見
聞
集
』
の
断
簡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
阿
弥
陀
経
抄
』*13

に
は

以
下
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

今ノ

経
文ニ

ハ

証ス
二

願
行ノ

二
門ヲ
一

。
従リ
二

「
又
舎
利
□
衆
生
生
者
」一
至ル

マ
デ
ハ

二
　

「
得
生

彼
国ニ

」一
勧ム
二

発
願ヲ
一

。
従リ
二

「
舎
利
弗
」一
至ル

マ
デ
ハ

二
　

「
故
証
此
言ニ

」一
勧ム
二

行
門ヲ
一

。

故ニ

分チ
テ二

今ノ

文
段ヲ
一

以テ
二

「
少
善
根ノ

」
文ヲ
一

属ス
二

発
願ノ

末ニ
一

。
明カ

ニ

知ヌ

、
此ノ

言
為
レ

勧メ
ン
ガ

二
　

発
願ヲ
一

也
。
意ニ

云ク

、
為ニ
二

往
生
極
楽ノ
一

可シ
レ

発ス
二

菩
提ノ

願ヲ
一

。
无ク

ハレ

願
、
人
天ノ

修
因ニ

シ
テ

不
生
也
。
非ズ
レ

可キ
ニレ

訐フ
下

成ル
二

生ノ

雑
因ト
一

之
諸
行ヲ
上

。

（
「
能
島
」
二
〇
頁
、
四
丁
裏
）

こ
こ
で
は
ま
ず
、
『
阿
弥
陀
経
』
に
は
願
行
二
門
が
説
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
そ

の
中
「
又
舎
利
弗
衆
生
生
者
」
か
ら
「
得
生
彼
国
」
ま
で
は
発
願
を
勧
め
る
箇
所
の

末
で
あ
る
か
ら
、
「
少
善
根
」
等
の
文
は
菩
提
心
の
願
を
発
す
こ
と
を
勧
め
る
文
で

あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
菩
提
心
の
願
が
無
け
れ
ば
人
天
の
善
根
で
あ
り
不

生
と
す
る
。
故
に
、
道
教
に
お
い
て
「
少
善
根
」
と
は
人
天
の
善
根
を
意
味
し
て
お

り
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
無
菩
提
心
の
行
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

続
け
て
道
教
は
、

難ジ
テ

云ク

、
今
師ノ

下ノ

『
讃ニ

』
云フ
二

「
随
縁
雑
善
恐
難
生ト

」一
。
此ノ

釈ハ

引キ
二

上ノ

「
少
善

根ヲ

」一
、
来シ

テ

云フ
二

「
随
縁
雑
善ト

」一
。
是レ

即チ

正
雑
二
行ノ

中ニ

嫌ヒ
テ二

雑
行ヲ
一

、
云フ
二

「
難

生ト

」一
。
雑
行ト

者
不
レ

限ラ
二

人
天ノ

修
因ニ
一

、
正
行ノ

外ノ

一
切ノ

諸
行ナ

リ

。
（
中
略
）
是
等ノ

釈ハ

惣ジ
テ

指シ
テ二

念
仏ノ

外ノ

諸
行ヲ
一

云フ
二

「
少
善
根ト

」一
。
雑
善ト

別シ
テ

不ル
レ

限ラ
二

人
天ノ

善ニ
一

乎
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　

（
「
能
島
」
二
一
頁
）

と
難
を
立
て
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
法
事
讃
』
「
随
縁
雑
善
恐
難
生
」
と
は
『
阿

弥
陀
経
』
「
少
善
根
」
を
受
け
て
い
る
の
だ
か
ら
、
「
少
善
根
」
が
人
天
の
善
根
で

あ
れ
ば
、
「
随
縁
雑
善
」
も
人
天
の
善
根
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
「
雑
善
」
と

は
雑
行
の
こ
と
で
あ
り
、
人
天
の
善
根
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
難
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
は
、 

会シ
テ

云ク

、
（
中
略
）
又
下ニ

云ク

、
「
人
天
少
善
尚
難
弁
、
何
況
無
為
証
六
通
」
。已上 

此ノ

『
讃ノ

』
意ハ

云ク

、
衆
生ハ

流
転
之
間
人
天ノ

少
善
根ス

ラ

尚ホ

難シ
レ

弁ジ

。
故ニ

多ク

受ク
二

三

途ノ

苦ヲ
一

。
況ン

ヤ

生ジ
テ二

無
為ノ

浄
土ニ
一

証セ
ン二

六
通ヲ
一

乎ト

。
是レ

則チ

引キ
二

経
文ノ

「
少
善
根
福

徳
因
縁ヲ

」一
、
来シ

テ

云フ
三

人
受ク

ト二

少
善ヲ
一

。
引キ
下

経
文ノ

七
日
一
心
不
乱ノ

行ハ

生ズ
ル二

彼
国ニ
一

□
□
益ヲ
上

、
来シ

テ

云フ
二

「
何
況
無
為ト

」一
也
。
　
　
　
　

  

（
「
能
島
」
二
〇
頁
）

と
答
え
て
い
る
。
『
法
事
讃
』
の
「
人
天
少
善
尚
難
弁
、
何
況
無
為
証
六
通
」
の
文

言
に
つ
い
て
、
「
人
天
少
善
」
は
『
阿
弥
陀
経
』
「
少
善
根
福
徳
因
縁
」
に
対
応

し
、
「
何
況
無
為
」
は
一
心
不
乱
の
得
生
に
対
応
す
る
の
だ
と
し
て
会
通
を
は
か
っ

て
い
る
。
そ
し
て
続
け
て
、

准ズ
ル
ニ

二
　

此ノ

釈ニ
一

「
随
縁
雑
善ノ

」
言ハ

、
可シ
レ

謂フ
二

人
□
□
根ヲ
一

。（
「
能
島
」
二
一
頁
）

と
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
人
□
□
根
」
と
二
字
の
湮
滅
が
あ
る
も
の
の
、

こ
こ
ま
で
の
議
論
に
鑑
み
れ
ば
「
人
天
善
根
」
と
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
道
教
に
お
い
て
は
、
「
少
善
根
」
も
「
随
縁
雑
善
」
も
共
に
人
天
へ
の
生
因

と
な
る
善
根
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

   

　

導
空
の
理
解

　

導
空
撰
『
法
事
讃
下
管
見
鈔
』
で
は
、
『
法
事
讃
疑
芥
』
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る

元
照
『
阿
弥
陀
経
疏
』
「
正
信
廻
向
願
求
」
の
文
が
引
用
さ
れ
た
後
、
以
下
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

解シ
テ

曰ク

、
是レ

无
菩
提
心ノ

諸
善ヲ

釈ス
ル

二

「
少
善
根ト

」一
也
。
今
師ノ

下ノ

釈ニ

云フ
ハ二

「
人
天
少
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善
」ト
一

斯ノ

謂レ

也
。
故ニ

『
智
論ニ

』
云ク

、
「
若シ

世
間ノ

中ノ

諸ノ

衆
生
、
業
因
縁ノ

故ニ

如シ
二

循

還ス
ル
ガ

一

。
福
徳ノ

縁ノ

故ニ

生ジ
二

天
上ニ
一

、
雑
業ノ

因
縁ノ

故ニ

人
中
。
」

已上 

无
菩
提ノ

心
善
根
、

是レ

雑
業
也
、
雑
善
也
、
雑
行
也
。
発
菩
提
心ノ

菩
提
、
是レ

大
善
也
、
正
行
也
、

正
業
也
。
応シ
レ

知ル

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
四
四
丁
左―

四
五
丁
右
）

こ
こ
で
は
、
无
菩
提
心
の
行
が
す
な
わ
ち
少
善
根
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
菩

提
心
の
有
無
に
よ
っ
て
少
善
根
を
意
味
づ
け
て
い
る
。
ま
た
「
随
縁
雑
善
」
に
つ
い

て
は
、「

随
縁
雑
善
恐
難
生ト

」
者
、
是レ

上ニ

所
レ

簡ブ

之
少
善
根
也
。
不
発
菩
提
心ノ

諸
善ナ

ル
ガ

故ニ

云フ
二

「
随
縁
雑
善ト

」一
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
五
五
丁
右
）

と
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
「
少
善
根
」
と
同
様
に
、
菩
提
心
の
無
い
諸
善
を
指
し
て

「
随
縁
雑
善
」
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

小
結

　

以
上
、
本
稿
で
は
『
法
事
讃
疑
芥
』
巻
三
の
「
少
善
根
」
「
随
縁
雑
善
」
の
理
解

に
着
目
し
、
そ
れ
を
九
品
寺
流
の
諸
師
に
広
げ
て
検
討
を
加
え
た
。
ま
と
め
る
と
次

表
の
よ
う
に
な
る
。

　

一
言
に
九
品
寺
流
と
い
っ
て
も
、
そ
の
内
実
は
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
っ
た
理
解
を
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
一
方
、
法
然
と
比
較
し
た
際
に
は
、
九
品
寺
流
全
体

と
し
て
の
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
法
然
は
「
少
善
根
」
「
随
縁
雑
善
」

を
と
も
に
雑
行
、
す
な
わ
ち
行
そ
の
も
の
を
指
す
語
と
し
て
定
義
す
る
。
そ
れ
に
対

し
、
九
品
寺
流
の
諸
師
は
、
行
の
修
し
方
や
、
三
心
あ
る
い
は
菩
提
心
の
有
無
に
関

連
さ
せ
て
両
者
を
定
義
し
て
お
り
、
基
本
的
に
行
そ
の
も
の
を
指
し
て
「
少
善
根
」

あ
る
い
は
「
随
縁
雑
善
」
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

後
に
、
九
品
寺
流
と
い
う
枠
組
み
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
私
見
を
述
べ
て
お
き

た
い
。
筆
者
は
以
前
、
長
西
・
阿
弥
陀
房
・
道
教
の
三
師
に
つ
い
て
、
第
十
八
願
の

「
十
念
」
理
解
の
相
違
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る

*14

。
そ
れ
に
加
え
、
本
稿
で
扱
っ

た
「
少
善
根
」
「
随
縁
雑
善
」
釈
に
お
い
て
も
こ
れ
だ
け
相
違
が
見
ら
れ
る
こ
と
に

鑑
み
る
と
、
そ
も
そ
も
彼
ら
自
身
に
九
品
寺
流
と
い
う
一
門
流
と
し
て
の
意
識
が

あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
も
改
め
て
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

特
に
阿
弥
陀
房
に
つ
い
て
は
、
「
私
云
」
と
し
て
、
長
西
の
理
解
を
批
判
す
る
記
述

も
多
く
見
ら
れ
、
本
人
に
長
西
の
門
弟
と
し
て
の
意
識
が
あ
っ
た
か
疑
わ
し
い
部
分

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
紙
数
の
都
合
か
ら
、
本
稿
で
は
詳
細
な
検
討
が
か
な
わ
な

か
っ
た
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

付
記

　

小
論
は
、
公
益
財
団
法
人 

三
菱
財
団
の
第
四
八
回
（
二
〇
一
九
年
度
）
人
文
科
学

研
究
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
小
論
の
執
筆
に
あ
た
り
、
金
沢
文

庫
御
当
局
に
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

少
善
根

随
縁
雑
善

法
然

称
名
念
仏
以
外
の
雑
行

称
名
念
仏
以
外
の
雑
行

長
西

㈠
念
仏
以
外
の
雑
行

㈡
非
一
心
不
乱
の
念
仏

念
仏
以
外
の
雑
行

阿
弥
陀
房

不
具
三
心
の
行

㈠
四
修
で
な
い
念
仏

㈡
不
具
三
心
の
行

道
教

人
天
の
善
根
（
無
菩
提
心
の
行
）

人
天
の
善
根

導
空

無
菩
提
心
の
行

無
菩
提
心
の
行
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『
法
事
讃
疑
芥
』
巻
三
翻
刻

（
佐
竹
・
赤
松
・
西
村
・
井
上
）

【
凡
例
】

①
本
翻
刻
は
、
称
名
寺
聖
教
『
法
事
讃
光
明
抄
』
の
巻
三 

（
94
函
４―

３
）
を
翻

刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

②
漢
字
は
新
字
の
通
行
体
に
統
一
し
、
略
字
（
合
字
）
は
正
字
に
戻
し
て
翻
刻
し
た
。

③
各
丁
数
は
〈 

〉
で
括
っ
て
示
し
、
行
取
り
は
原
本
に
準
じ
て
行
頭
に
行
数
を
示

し
た
。

④
訓
点
・
合
符
は
原
本
に
付
さ
れ
て
い
る
通
り
翻
刻
し
た
が
、
ス
ペ
ー
ス
に
関
し
て

は
必
ず
し
も
原
本
に
は
よ
ら
ず
、
原
則
と
し
て
見
出
し
の
前
後
お
よ
び
問
の
直

前
、
科
段
等
に
適
宜
私
的
に
付
し
た
。
た
だ
し
、
何
れ
の
場
合
も
行
頭
に
は
付

さ
な
か
っ
た
。

⑤
補
記
や
訂
記
は
本
文
に
反
映
し
て
翻
刻
し
た
。

⑥
翻
刻
に
使
用
し
た
各
種
記
号
が
示
す
意
味
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

  

・
「
□
」
↓
湮
滅

  

・
「
…
…
」
↓
本
文
に
付
さ
れ
た
省
略
符
合
箇
所

⑦
引
用
文
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
範
囲
で
確
認
し
得
た
出
典
を
（ 
）
内
に
割
書
で

示
し
た
。

⑧
写
誤
や
脱
字
な
ど
、
意
味
が
通
ら
な
い
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
が
、
本
翻
刻
で
は
史

料
性
に
重
点
を
置
き
、
明
ら
か
な
誤
り
と
判
断
で
き
た
場
合
で
も
校
訂
は
し
な

か
っ
た
。

⑨
特
に
必
要
な
情
報
を
示
す
場
合
、
脚
註
に
記
し
た
。

〈
一
丁
右
〉

01
捨
彼
荘
厳

乃至

出
閻
浮
等
事

02
疑
云
一
切
諸
仏
皆
捨
无
勝
土
出
閻
浮
歟
答
不
爾
今
□
…
□

03
或
現
真
形
无
利
物
等
事
　

疑
云
現
真
形
何
无
利
物
歟
□
…
□

04
又
或
本
云
而
利
物
何
為
正
歟
　

有
流
見
解

乃至

四
千
門
□
…
□

05
浄
土
者
八
万
四
千
門
摂
歟
答
爾
也
　

門
々
不
同

乃至

還
是
□
…
□

06
非
別
之
義
如
何
答
於
法
常
同
常
別
二
義
具
足リ

謂
如
来ノ

内
証
常
平

07
等ノ

因ハ

諸
法
非
別
一

対
機
随
情
常
差
別
因ハ

諸
法
各
別
也
是
一
法
二
義
也

08
常
同
常
別
法
界
法
爾
古
今
道
理
之
謂
也
守
護
章
（

巻
中
之
下
、
『
大
正
蔵
』

巻
七
四
・
二
〇
四
頁
上

）
云
若
无キ

ハ

平

等
一

之
差
別ハ

09
□
順
仏
法
一

悪
差
別
若
无
差
別
一

之
平
等ノ

不
順
仏
法
一

悪
平
等

文

又
同
者
為

10
□
□
不
二
之
義
為
種
類
相
似
之
義

文

答
今
種
類
相
似
義
歟
但
宗
々
意
異
也

11
□
…
□
唯
心
云
宗
一

天
台
仏
因
仏
果
云
宗
一

此
等
意
可
云
一
体
義
也
律
蔵
戒
品

12
□
…
□
摩
為
宗
一

修
善

此
一
教ニ

立
宗
一

也
此
宗ニ

ハ

一
切ノ

教ニ

説
止
悪
修
善ト
一

此ノ

教ノ

〈
一
丁
左
〉

01
□
…
□
意
可
云
相
似
□
義
一

也
事
相
教
故
天
台
菩
薩
戒
疏
（

巻
上
、
『
大
正
蔵
』
巻

四
〇
・
五
六
七
頁
上

）
引

十
二
門
論
一

云

02
□
…
□
多
止
行
収
尽
諸
悪
莫
作
即
是
戒
門
修
善
奉
行
即
是
勧
門

文

03
□
□
花
厳
唯
心
為
宗
与
法
相
唯
識
為
宗
有
何
別
歟
答
花
厳
第
九
識
分
歟

04
法
相
第
八
識
分
也
　

同
故
即
是

乃至

是
慈
悲
心
等
事
　

疑
云
同
故
何
為
如
来
致
別

05
故
何
為
慈
悲
歟
答
如
来ハ

悟
故
悲
同
一

凡
夫
迷
故
見
別
一

故
同
約
仏
内
証
一

別

06
約
外
用
慈
悲
也
流
転
前
同
為
本
一

差
為
後
一

還
滅ノ

前ニ
ハ

差
為
本
一

同
為
後
也

07
又
致
者
何
義
歟
答
宗
旨
宗
致
義
也
　

又
浄
土
門
者
為
如
来
致
為
慈
悲
心
歟

08
答
慈
悲
心
也
総
聖
道
浄
土
対
機
随
情
教
皆
慈
悲
心
也
□
…
□

09
何
文
意
歟
答
依
如
是
我
聞
一

歟
口
云
総
標
一
経
大
意
歟
□
…
□

10
高
摂
下
讃
云
下
摂
高
讃
云
者
如
先
之
料
簡
也
已
下
准
□
…
□
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〈共同研究〉称名寺聖教『法事讃光明抄』について（三）17

11
釈
迦
如
来

乃至

度
衆
生
等
事
　

疑
云
卌
九
年
度
生
之
義
依
□
…
□

12
卅
成
道
義
一

者
大
論
説
也
法
聡
観
経
記
（

『
浄
全
』
巻
五

・
二
二
七
頁
上

）
云
十
九
出
家
卅
□
…
□

〈
二
丁
右
〉

01
涅
槃

文

ミ
タ
経
新
疏
云

仁
岳

初
部
教
者
旧
云
此
経
是
仏
成
□
…
□

02
五
会
讃
（

巻
本
、
『
大
正
蔵
』
巻

四
七
・
四
七
九
頁
上

）
云
成
仏
四
十
余
九十

イ

年
彼
国
経
行
遊
五
天

文

□
…
□

03
経
云
十
九
踰
城
捨
国
王
位
三
十
成
道
教
化
衆
生

文

釈
竹
□
…
□

04
説
相
十
九
踰
城
三
十
成
道
不
説
爾
前
故
云
我
少

文

菩
提
□
…
□

05
八
年
作
嬰
婉
七
年
作
童
子
四
年
学
子
明
十
年
受
五
□
…
□

06
三
十
五
成
道
四
十
五
年
中
教
化
諸
衆
生

文

金
剛
般
若
疏
（

『
大
正
蔵
』
巻
三

三
・
七
六
頁
上

）
云
若
依
光

讃
如
来

07
十
九
出
家
三
十
成
道

文

疏
記
二
（

『
法
華
文
句
記
』
巻
二
上
、
『
大

正
蔵
』
巻
三
四
・
一
七
八
頁
下

）
云
若
仏
十
九
出
家
乃
成
廿

四
成
道
若
卅
成
道

08
乃
成
廿
五
出
家
不
同
見
別
不
須
和
会

文

五
百
問
論

妙
楽

（
巻
下
、
『
卍
続
藏
』
巻

五
六
・
六
五
六
頁
下

）
仏
生
時
節

涅
槃
住

09
処
身
相
説
法
諸
部
不
同
乃
由
見
別
不
須
定
判

文

大
論
三
（

『
大
正
蔵
』
巻
二

五
・
八
〇
頁
下

）
云
我
年
始

十
九

10
出
家
学
仏
道
我
成
道
已
来
已
過
五
歳

文

教
時
浄
土
論
（

『
教
時
諍
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
七
五
・
三
五
七
頁
下

）
云
八
月
入

胎
二
月
入

11
滅
若
加
余
年
成
八
十
二
五
以
四
月
出
生
二
月
涅
槃
若
取
満
年
乃
七
十
九
若

12
□
□
同
是
八
十
年

文

天
台
宗
意
十
九
出
家
卅
成
道
八
十
涅
槃
也

〈
二
丁
左
〉

01
□
魔
外
道
尽
帰
宗
等
事
　

疑
云
一
代
之
間
不
受
仏
化
一

者
多
何
云
尽
帰
宗
歟

02
□
約
多
分
一

也
　

或
住
或
来
皆
尽
益
等
事
　

疑
云
住
与
来
指
誰
人
事
歟

03
□
指
仏
四
威
儀
利
益
也
来
者
行ノ

義
也
　

或
震
大
地
…
…
信
未
深
等
事
　

三
学

04
中ニ

説
戒
時ハ

不
現
瑞
為
仏
弟
子
故
説
□
応
時
現
瑞
非
制
戒
教
化
門
故
也

05
三
途
永
絶
断
追
尽
等
事
　

疑
云
追
尋
者
何
等
歟
答
生
死
輪
廻
追
過
去
一

尋ツ
キ

06
云
現
在
一

如
此
相
続
等
也
　

或
自
説
法
教
相
勧
等
事
　

疑
云
誰
人
自
説
歟
答
如

07
来
无
問
自
説
也
　

私
云
只
是
五
種ノ

説
相
対シ

テ

云
仏
自
説
也

08
法
林
即
是
ミ
タ
国
等
事
　

疑
云
法
林
者
可
指
一
切
法
門
何
限
□
…
□

09
今
総
属
別
名
也
浄
土
礼
文
云
勤
礼
ミ
タ
仏
国
帰
極
楽
林
□
…
□

10
逍
遥
快
楽
不
相
侵
等
事
　

疑
云
不
相
侵ト

者
其
義
如
何
□
…
□

11
高
接
下
讃
云
下
接
高
讃
云
者
如
先
之
料
簡
也
　

如
来
説
□
…
□

12
尋
云
元
无
二
者
意
如
何
答
如
来
一
音
含
万
法
一

云
无
二
一

也
又
□
…
□

〈
三
丁
右
〉

01
摩
経
上
（

『
維
摩
経
』
、
『
大
正
蔵
』
巻
一

四
・
五
三
七
頁
下―

五
三
八
頁
上

）
云
大
聖
法
王
衆
所
帰
浄
心
歓
仏
靡
不
欣
各
見
□
…

□
02
神
力
不
共
法
仏
以
一
音
演
説
法
衆
生
随
所
解
普
□
…
□

03
則
神
力
不
共
法
仏
以
一
音
演
説
法
或
有
恐

畏
或
歓
□
…
□

04
断
疑
斯
則
神
力
不
共
法

文

起
信
論
（

『
大
正
蔵
』
巻
三

二
・
五
七
五
頁
下

）
云
円
音
一
音
異
類
□
…
□

05
縁
一
音
演
説
其
体
何
物
歟
答
指
其
言
一

不
可
云
何
物
歟
□
…
□

06
又
唯
依
機
不
同
一

教
主
不
異
説
者
能
化
還テ

有
作
所
化
之
辺
如
何
答
此
教
主

07
大
小
乗ト

モ

不
分
別
一

機ノ

方ヨ
リ

分
別ハ

大
乗
小
乗
一

似タ
リ

教
主
愚ニ

所
化
賢
一

ナ
ル
ニ

故
致
此

08
疑
一

也
会
之
一

仏
不
共
徳ニ

シ
テ

以
一
音
小
機
令
聞
小
乗
声
大
機
令
聞
大
乗
声
一

給
也

09
例
如
天
竺
国
王
於
万
事
一

云
中

セ
ム
タ
ラ
ト
上

云
々

　

尋
云
見
仏
聞
法
者
現
仏
出
世
説

法
以
我
一

10
心
咸
見
影
像
歟
答
宗
々
各
別
也
不
可
一
准
一

付
有
四
句
一

謂
唯
本
无
影
此
小
乗
意

11
唯
影
无
本
此
无
性
師
等
意
也
破
相
三
論
也
亦
本
亦
影
此
依
法
乃
至
□
大

12
論
意
也
法
相
大
乗
也
能
人
為
影
此
龍
軍
等
意
也
自
如
来
蔵
一

生
也
法
性
大
乗
也

〈
三
丁
左
〉

01
又
一
音
異
解
之
義
依
何
経
論
歟
答
如
前
云
維
摩
経
上
起
信
論
等
也
又
花
厳
天
台
等

也
02
不シ

テ

留
残セ

結ヲ
一

証ス

生
空ヲ
一

等
事
　

疑
云
不
留
残
結
者
文
点
並
意
如
何
答
文
点
如
付
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03
意
□
結
者
正
使
也
不
留
残
正
使
也
有
云
羅
漢
不
断
習
気
一

故
可
読
三

不
留
二

残
結ヲ
一

也
04
又
生
空
者
何
等
歟
答
人
空
也
　

或
服
外
道ヲ
一

滅ス

魔
蹤
一

等
事
　

疑
云
服サ

ト
ル 

シ
タ
カ
フ

ヨ
ロ
コ
フ 

ナ
ラ
フ

者

文
点

05
如
何
答
如
上
有
云
可
云
伏
一

借
音ニ

テ

  

今
云
服
一

也
有
云
受
也
　

又
摩
蹤
者
何
等
歟
答

継ツ
ケ
ル
ヲ

摩

06
蹤
一

値
仏
一

滅
之
一

云
也
　

悲
心
普
益
絶
无
功
等
事
　

疑
云
絶
无
功
者
何
等
歟
答
无

07
利
他
之
功
一

云
也
　

二
万
劫
尽

乃至

発
大
乗
等
事
　

疑
云
二
万
劫
廻
心
者
説
□
…
□

08
答
説
羅
漢
廻
向
一

歟
此
釈
大
乗
意
也
　

又
二
万
劫
等
之
義
依
何
経
□
…
□

09
涅
槃
経
等
也
　

又
廻
心
者
必
依
諸
仏
教
化
歟
答
爾
也
心ノ

生ハ

自
□
…
□

10
今
釈
爾
也
正
法
花
（

巻
四
、
『
大
正
蔵
』

巻
九
・
九
二
頁
下

）
云
臨
滅
度
時
仏
在
前
立
勧
発
无
上
正
□
…
□

11
身
滅
智
之
羅
漢カ

ン
一

也
下
接
高
讃
云
高
接
下
讃
云
者
如
□
…
□

12
或
現
上
好
荘
厳
相
等
事
　

疑
云
荘
厳
相
等
者
何
等
歟
□
…
□

〈
四
丁
右
〉

01
好ハ

称
美
語
也
名ハ

所
依
也
即
菩
薩モ

義
正
報
也
有
相ハ

縁
覚
□
…
□

02
現シ

テ

二
乗
形
一

益ル

衆
生
一

也
高カ

ウ

接
下
讃
云
下
接
高
云
者
□
…
□

03
与
仏
声
聞

乃至

浄
土
門
等
事
　

疑
云
可
云
仏
与
声
聞
何
云
告
仏
声
聞
等
□
…
□

04
可
読
也
　

又
或
本
云
仏
与
声
聞
等
何
為
正
歟
答
仏
与
声
聞
可
為
□
…
□

05
所
化
何
云
開
顕
浄
土
門
歟
答
助
如
来
化
儀
一

応
化
辺ハ

声
聞
菩
薩
□
…
□

06
仏
徳
一

云
開
顕
等
一

也
　

人
天
大
衆
皆
来
集
等
事
　

疑
云
此
文
者
釈
経
何
文
歟
□

□
07
天
人
衆
倶
等
文
也
　

誓
到
ミ
タ
…
…
報
慈
恩
等
事
　

尋
云
今
誓
到
等
者
勧
発
菩

08
提
心
歟
答
不
爾
此
釈
人
天
大
衆ノ

聞
法
解
悟シ

テ

念
レ

報ト

釈
尊ノ

恩
一

之
意
楽
一

也
非
勧

09
進
滅
後ノ

衆
生
一

也
勧
進
滅
後ノ

凡
夫
一

文ハ

応
当
発
願
々
生
彼
国
等
是
也

10
高
接
下
讃
云
下
接
高
讃
云
者
如
先
之
料
簡
此
可
唱
二
返
也
如
上
巻
終
一

11
第
二
正
宗
分

12
爾
時
仏
告
長
老
舎
利
弗
等
事
　

尋
云
同
聞
衆
多
中ニ

殊
告
命
舎
利
弗
許
一

〈
四
丁
左
〉

01
有
何
意
歟
答
天
台
（

『
小
経
義
記
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
〇
六
頁
中―

下

）
云
此
経ノ

今
章ハ

対
舎
利
弗
余
経
皆
有
請
至

此
経
无
問
自
説

02
十
二
部
中ハ

亦
不
具
足
一

无
両
種
偈
一

其
余
諸
部
亦
不
全
有
不
対
菩
薩
告
声
聞
者

03
適
化
无
方ニ

シ
テ

欲
令
凡
夫
小
乗シ

テ

厭
此
欣
彼
也
測
云
初
明
仏
告
舎
利
弗
後
明
正
宗

04
所
説
法
門
此
即
第
一
告
舎
利
弗
於
諸
衆
中
智
恵
第
一
是
故
如
来
告
舎
利
弗

05
如
仏
成
論
議

文

一
云
問
説
此
経
時
亦
有
菩
薩
何
故
不
告
菩
薩
唯
告
声
聞
答
如
法

06
花
説
有
五
種
義
一
為
諸
声
聞
所
応
事
故
二
為
諸
声
聞
廻
心
趣
大
菩
提
故
三
護

07
諸
声
聞
恐
怯
弱
故
四
為
令
余
人
善
思
念
故
五
為
諸
声
聞
不
□
所
作
已
□
□

08
故
案
云
彼
論
意
者
此
法
花
経
説
一
乗
為
摂
声
聞
入
於
大
乗
□
…
□

09
声
聞
所
作
故
告
声
聞
以
大
菩
薩
古
信
作
仏*15

非
始
入
故
此
経
亦
□
…
□

10
人
為
生
浄
土
非
始
為
菩
薩
故
但
告
声
聞
余
四
義
唯
此
同
有
□
…
□

11
弗
不
告
余
声
聞
答
彼
論
云
随
深
智
恵
如
来
相
応
故
安
□
…
□

12
義
随
順
□
意
故
名
相
応
…
…
智
度
論
云
何
故
告
舎
利
□
…
□

〈
五
丁
右
〉

01
恵

第
一
如
仏
偈
説
一
切
衆
生
智
唯
除
仏
世
尊
分
比
舎
利
弗
智
恵
及
□
…
□

02
於
十
六
分
中
猶
尚
不
及
一
年
始
八
歳
誦
十
八
部
経
又
云
十
六
年
以
□
…
□

03
十
八
大
経
是
十
六
歳
也
作
仏
弟
子
案
云
此
无
不
違
一

以
其
八
□
…
□

04
是
外
典
十
八
部
類
大
経
亦
爾
由
是
等
義
偏
告
鷲
子

文

円
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
五
四
頁
上

）
云
□

…
□

05
天
一

而
告
中

声
聞
上

者
无
令
小
乗
初
心
欣
楽
求
生
廻
小
入
大
一

故
　

尋
云
今
□
…
□

06
経
歟
答
信
（

『
小
経
略
記
』
、
『
大
正
蔵
』

巻

五

七

・

六

八

三

頁

中

）
云
問
教ニ

有
十
二
一

此
経ハ

幾カ

具ス
ル
ヤ

答
略シ

テ

説キ

道
品
念

仏ノ

方
法
随
業
往
生

07
及ヒ

仏ノ

依
正
一

如
是
等
説ヲ

名ク

修
多
羅ト
一

説
不
退
転
阿
耨
菩
提
往
生
極
楽
一

是
等
受
記

08
一三

経
始
終
无
問
自
説
十
方
恒
沙
仏
不
可
計
補
処
須
臾
供
諸
仏
寿
命
无
量
劫

カ
ヘ
ル
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09
及
此
一
経
皆
是
方
広
此
上
三
部
唯
是
大
乗
宝五

樹
音
声
譬
如
百
千
妓
楽
倶
作
即

10
是
譬
喩
天六

雨
妙
花
水
鳥
法
音
奇
異
荘
厳
是
未
曾
有
彼七

无
悪
趣
何
有

11
衆
鳥
但
是
仏
化
如
是
論
議
義
准ニ

如
此
余
五
不
具
凡
諸
経
中
不
必
十
二

文

12
観
云
法
華
経
□
无
有
人
□
而
自
説
者
猶
示
如
来
大
悲
純
至
機
動
即
説
不
待

〈
五
丁
左
〉

01
他
請
肇
云
真
友
不
待
□
如
慈
母
之
超
嬰
児

已上

　

従
是
西
方
過
十
万
億
仏
土

02
有
世
界
曰
極
楽
等
事
　

尋
云
所
云
十
万
億
仏
土
者
浄
穢
二
土
中
何
歟
答
未
勘

03
有
云
経
云
従
是
西
方
過
十
万
億
仏
土
一

云
従
是
一

□
之
言ハ

指
此
娑
婆
一

也
爾
者ハ

十
万
億
仏

04
土
者
可
云
穢
土
一

云
々

又
安
楽
集
上
（

『
大
正
蔵
』
巻
四
七
・

九
頁
下―

一
〇
頁
上

）
云
極
楽
浄
土
初
門
一

此
文

十
万
億
仏
土ヲ

云
穢
土
一

05
意
歟
尚
々
可
尋
之
一

云
々

異
訳
称
讃
経
（

『
大
正
蔵
』
巻
一

二
・
三
四
八
頁
下

）
云
於
是
西
方
去
此
世
界
過

百
千
倶

06
胝
那
庾
多
仏
土
有
仏
世
界
名
曰
極
楽
一

文

又
十
住
断
結
経
（

巻
五
、
『
大
正
蔵
』
巻

一
〇
・
九
九
九
頁
下

）
云
是
時

世
尊
如
来
会

07
者
心
中
所
念
而
告
之
一

曰
西
方
去
此
无
数
仏
土
有
仏
名
无
量
寿

文

又
観
世
□

08
菩
薩
往
生
浄
土
本
縁エ

ン

経
（

『
卍
続
蔵
』
巻
一

・
三
六
二
頁
上

）
云
従
此
西
方
過
二
十
恒
河
沙
仏
土
有
□
…

□
09
又
天
台
観
経
疏
（

『
大
正
蔵
』
巻
三

七
・
一
九
一
頁
中

）
云
此
去
不
遠
者
安
楽
国
土
去
此
十
万
億
仏
刹
□
…

□
10
何
云
不
遠
解
云
以
仏
力
故
欲
見
即
是
又
光
中
現
土
顕
於
仏
□
…
□

11
遠
也

文

玄
一
小
経
疏
引
之
大
論
（

巻
五
〇
、
『
大
正
蔵
』

巻
二
五
・
四
一
八
頁
下

）
云
三
千
大
千
国
土
名
一
世
界
一

時
起
□
…
□

12
此
世
界
十
方
如
恒
河
沙
名
一
仏
世
界
如
是
一
仏
世
界
数
如
恒
沙
等
亦
一
仏
世
□
…

□
〈
六
丁
右
〉

01
海
如
是
仏
世
界
海
数
如
十
方
恒
沙
名
仏
世
種
々
如
是
世
界
種
十
方
无
量
是
□

02
一
仏
世
界

文

　

有
云
天
台
依
此
論
意
一

歟
答
肇
云
次
釈
遠
近
観
音
授
□
…
□

03
百
千
仏
刹
清
浄
覚
経
過
十
万
須
弥
山
国
无
量
寿
経
云
去
□
…
□

04
悟
雖
似
殊
大
数
相
似

文

有
云
上
所
引
文
人
以
不
同
也
経
々
異
□
…
□

05
尋
云
自
爾
時
仏
告
一

至
今
現
在
説
法
一

依
正
二
報
総シ

テ

標
也
謂
有
世
界
名
曰
極
□
□

06
総
標
依
報
一

也
号
ア
ミ
タ
今
現
在
説
法
者
総
標
正
報
一

也
自
舎
利
弗
彼
土
何
故
名

07
為
極
楽
至
但
受
諸
楽
故
名
極
楽
者
問
答
依
報
帰
名
一

也
諸
師
解
釈
亦
以
爾
也

08
而
今
曰
爾
時
仏
告
長
老
舎
利
弗
至
但
受
諸
楽
故
名
極
楽
取
総
標ノ

文
段
一

有
何

09
意
一 

歟
答
此
不
審
実
以
爾
也
但
見
今ノ

解
釈ノ

次
第
一

自
又
舎
利
弗
極
楽
国
土
七
重

10
欄
楯
一

至
舎
利
弗
其
仏
国
土
成
就
如
是
功
徳
荘
厳
一

一
向
説
依
報
得
名
自
舎
利
弗

11
於
汝
意
云
何
彼
仏
何
故
一

至
舎
利
弗
彼
仏
功
徳
国
土
成
就
如
是
功
徳
荘
厳
一

一

12
向
説
正
報
得
名
一

也
而
自
舎
利
弗
彼
土
何
故
一

至
但
受
諸
楽
故
□
極
楽
一

付
正
報

〈
六
丁
左
〉

01
得
益
一

説
依
報ノ

得
名
一

而
此
廿
七
字
亘
依
正
一

両
兼
故
取
依
正
総
標ノ

文
段
也
故
次
下

02
釈ノ

（
『
法
事
讃
』
巻
下
、
『
大
正

蔵
』
巻
四
七
・
四
三
一
頁
中

）
云
衆
人
天
寿
命
長
仏
号
ミ
タ
常
説
法
極
楽
衆
生
障
自
言
衆

等
廻
心
願
生

03
彼

文

　

无
有
衆
苦

乃至

故
名
極
楽
等
事
　

疑
云
十
方
浄
土
同
皆
无
苦
安
楽
也
何

04
中
有
極
楽
之
称
一

歟
答
浄
土
私
記
云
問
十
方
浄
土
各
々
有
如
此
厳
妙
楽
何
不
名
極

05
楽
一

耶
答
案
此
義
有
二
種
一
十
方
浄
土
雖
有
快
楽
或
賢
聖
受
楽
凡
夫
不
楽
或

06
有
男
楽
无
女
楽
一

或
有
断
或
人
楽
不
断
或
人
不
楽
或
有
善
□
人
楽
悪
業
人
不
楽
故

不
得
楽

07
名
今
極
楽
皆
楽
故
名
極
楽
歟
二
花
厳
経
疏
云
極
楽
有
花
蔵
世
界
中
若
依

08
此
義
者
花
蔵
即
是
極
楽
々
々
即
花
蔵
々
々
之
中
无
有
諸
苦
故
名
極
楽
歟

文

円

（
『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
五
四
頁
中

）
云
□
□

09
論
苦
楽
者
五
濁
重
故
有
衆
受
諸
楽
一

者
同
名
也

文

　

一
切
仏
土

乃至

□
…
□

10
疑
云
乱
想
凡
夫
難
生
浄
土
者
雖
勧
西
方
有
何
詮
歟
答
今
釈
意
□
…
□
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11
一
方
一

々
々
々
為
全
心
専
一
一

云
也
随
願
往
生
経
意
也
ミ
タ
経
西
資
鈔
云
問
知
□

…
□

12
皆
聖
師
也
而
各
偏
讃
一
方
何
故
子
之
不
許
耶
対
曰
聖
師
偏
讃
意
別引

歟

偏
好
□

〈
七
丁
右
〉

01
心
決
定
耳

文

通
讃
疏
第
二
（

巻
中
、
『
大
正
蔵
』
巻

三
七
・
三
三
八
頁
上

）
云
問
十
方
仏
国
快
楽
皆
同
何
故
偏
指

西
方
勧
□

02
彼
答
良
為
凡
夫
業
重
処
々
生
貪
若
不
偏
指
一
方
即
繋
心
専
注
所
□
…
□

03
云
衆
生
処
々
著
引
之
令
得
出
又
西
方
浄
土
至
勝
願
強
偏
勧
□
…
□

04
所
偏
指
也

文

慈
恩
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
一
二
頁
下

）
云
問
十
方
更
不
无
浄
土
何
以
独
讃
西
方
答
□

…
□

05
恐
衆
生
境
繁
心
乱
故
随
願
往
生
経
云
此
処
衆
生
信
向
者
少
□
□
者
□
□
□

06
定
故
令
衆
生
専
心
有
在
故
偏
讃
也
又
若
言
十
方
皆
有
浄
土
衆
生
之
心
則
便
慢

07
緩
若
唯
一
処
心
即
慇
重

文

法
花
疏
記
十

妙楽

（
『
法
華
文
句
記
』
巻
一
〇
下
、
『
大

正
蔵
』
巻
三
四
・
三
五
五
頁
中

）
問
同
居
類
多
何ソ

必
極
楽
答
教一

説
多

08
故
由二

物
機
故
是三

摂
生
故ニ

令
専
注
故
宿四

縁
厚
故
約五

多
分
故

文

高
接
下
讃
云
下

09
接
高
讃
云
者
如
先
之
料
簡
一

可
唱
二
返
一

也
　

極
楽
国
土

乃至

七
重
行
樹
等
事
　

疑
云

欄
10
楯
羅
網
等
皆
以
七
重
為
分
量
有
何
由
歟
答
必
云
陽
数
一

云
三
七
九
一

也
三
生
長
数

也
11
七
成
就
数
也
九
至
極
数
也
今
旦
取
成
就
一

云
七
一

歟
元
暁
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
四
九
頁
上

）
云
七

重
欄
楯
羅
網
行

12
樹
者
是
荘
厳
徳
成
就

□

　

又
七
重
者
為
横
重
為
竪
重
歟
答
竪
□
歟
行
樹
横
□ル

〈
七
丁
左
〉

01
故
念
仏
三
昧
経
等
多
七
重ヲ

横ニ

説
也
元
照
（

『
小
経
義
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
五
九
頁
下

）
云
言
行
樹
者
周
廻
七

重
一
々
樹
高
八

02
千
由
旬
行
□
相
当
不
参
差
故
其
樹
枝
葉
已
下
七
層
皆
垂
珠
網
状
同
仏
塔

文

03
希人

師
名
也

深
小
経
解
云
欄
横
也
楯
竪
也

文

　

尋
云
殊
以
一
七
重
説
之
有
何
故
歟
答
一
云

処
々
皆

04
有
七
宝
樹
等
皆
以
七
数
者
世
間
偏
重
一
珍
亦
貴
七
世
故
又
為
顕
示
彼
国
衆
生
具
足

05
七
浄
七
覚
等
故
此
皆
在
地
名
地
功
徳

文

通
賛
二
（

巻
中
、
『
大
正
蔵
』
巻

三
七
・
三
三
九
頁
上

）
云
問
欄
楯
羅
網

行
樹
何
故
名
有
七

06
重
更
无
増
減
答
表
生
帰
彼
国
得
七
覚
支
故
身
口
七
支
无
諸
過
故
有
七
聖
財
故

文

07
諸
師
如
此

云
々

智
円
疏
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
五
四
頁
中

）
云
欄
楯
者
欄
檻
也
縦
曰
欄
横
曰
楯

文

通
賛

二
（

巻
中
、
『
大
正
蔵
』
巻

三
七
・
三
三
八
頁
下

）
云
横
曰
楯
竪
曰

08
楯
欄
檻ヲ

リ

也
文 

又
此
中
有
羅
網
欄
楯
等
荘
厳
何
為
正
一

歟
答
以
所
□
厳
樹
□
…
□

09
皆
是
四
宝
周
匝
囲
繞
等
事
　

疑
云
大
経
等
云
七
宝
樹
今
云
四
宝
□
…
□

10
説
不
同
也
浄
名
経
（

『
維
摩
経
』
巻
中
、
『
大
正

蔵
』
巻
一
四
・
五
四
九
頁
下
意

）
云
无
漏
法
林
樹
敷
以
七
覚
花
解
脱
智
□
…

□
11
四
宝
者
測
云
一
者
金
二
者
銀
三
者
瑠
璃
四
者
頗
梨

文

　

又
周
匝
囲
繞
□
…
□

12
論
之
一

歟
答
付
法
荘
厳
四
宝
一

也
　

万
事
家
生
皆
捨
離
等
事
　

疑
云
此
句
者
□

〈
八
丁
右
〉

01
令
捨
家
生
等
歟
答
爾
也
　

又
家
生
者
何
等
歟
答
家
中
資
財
也
　

又
此
等
義
経
中

02
不
見
如
何
答
経
既
云
説
欣
求
之
辺
一

知ム

厭
離
一

必
可
有
一

也
又
花
厳
経
巻
第
四
十
普

賢
03
願
行
品
（

般
若
訳
、
『
大
正
蔵
』

巻
一
〇
・
八
四
六
頁
下

）
云
又
復
是
人
命
終

後
刹
那
一
切
諸
根
散
壊
一
切
親
属

悉
皆
捨
離
一
切

04
威
勢
悉
皆
退
失
輔
相
大
臣
官
城
内
外
象
馬
車
乗
珍
宝
伏
蔵
如
是
无
復
□
□

05
唯
此
願
王
不
相
捨
離
於
一
切
時
引
導
其
前
一
刹
那
中
即
得
往
生
極
楽
世
□
□

06
已
即
見
ア
ミ
タ
仏

文

高
接
下
讃
云
下
接
高
讃
云
者
如
先
之
料
簡
也

07
珠
羅
宝
網
百
千
重
等
事
　

疑
云
羅
与
網
有
何
別
答
羅
網
細
簾
也
　

无
衰
无
反
堪

08
然
常
事
　

疑
云
他
受
用ノ

依
正
者
当
因
移
果
易
何
云
无
衰
等
歟
答
今
対
穢
土
也

09
又
湛
然
常
与
凝
然
常
同
異
如
何
答
異
也
凝
然
者
名
法
身
真
如
理
一

湛
然
者
相
続シ

テ
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永
10
不
絶
一

云
也
高
接
下
讃
云
下
接
高
讃
云
者
如
先
之
料
簡
也
可
唱
二
反
也

11
四
辺
階
道
…
…
上
有
楼
閣
等
事
　

疑
云
道
之
義
如
何
答
通
池
一

階
云
道
一

也
　

私

云
不
爾
階

12
与
道
也
　

又
上
有
楼
□
□
□
為
池
上
為
岸
上
歟
答
岸
上
也
元
暁
（

元
照
『
小
経
義
疏
』
、
『
大
正

蔵
』
巻
三
七
・
三
五
九
頁
下

）

云
初
明
池
水
畔ホ

ト
リ

〈
八
丁
左
〉

01
階
□
三
階
上ホ

ト
リ

楼
閣

文

略
記
（

『
大
正
蔵
』
巻
五

七
・
六
七
五
頁
中

）
云
言
上
有
等
者
池
下
地ハ

高シ

地
有
楼
閣
一

故
云
上
也

文

02
和
尚
釈
（

『
法
事
讃
』
巻
下
、
『
大
正

蔵
』
巻
四
七
・
四
三
一
頁
下

）
云
岸
上
重
楼
一

　

又
今
所
云
楼
閣
是
宝
地
荘
厳
歟
答

今
一
段
説
池
事
一

歟
爾

03
□
□
荘
厳
也
　

私
云
不
爾
各
別
説
之
也
　

有
七
宝
池
等
事
　

疑
云
欄
楯
等
皆
四

04
宝
為
能
荘
厳
一

今
何
以
七
宝
為
能
荘
厳
歟
答
説
辺
々
一

也
　

八
功
徳
水
等
事
　

疑

云
其

05
八
相
如
何
答
成
実
論
（

巻
三
、
『
大
正
蔵
』
巻
三

二
・
二
六
一
頁
中―

下
意

）
云
一
軽
二
冷
三
耎
是
触
也
四
美
是
味
五
清

浄
是
色
也

06
六
不
臭
是
香
七
飲
以
調
適
八
飲
已
无
患
是
水
之
用
也

文

正
法
念
経
（

巻
六
九
、
『
大
正
蔵
』

巻
一
七
・
四
〇
八
頁
上

　

―

中

）
云
一
具
六

07
味
二
清
浄
三
香
潔
四
除
濁
五
涼
冷
六
飲
已
无
厭
七
无
塵
垢
八
飲
之
无
患

文

08
称
讃
浄
土
経
（

『
大
正
蔵
』
巻
一

二
・
三
四
八
頁
下

）
云
又
舎
利
子
極
楽
世
界
浄
仏
土
中
処
々
皆
有
七
妙
宝

池
□
□

09
水
弥
満
其
中
何
等
名
為
八
功
徳
水
一
者
証
浄
二
者
清
冷
三
者
甘
美
四
者
軽
□

10
五
者
潤
沢
六
者
安
七
者
飲
時
除
飢
渇
等
无
量
過
患
八
者
飲
已
定
能
長
養

11
諸
根
四
大
増
益
種
々
殊
勝
善
根
多
福
衆
生
常
楽
受
用

文

倶
舎
頌
疏
十
一
（

『
大
正
蔵
』
巻
四

一
・
八
七
九
頁
下

）

云
12
一
甘
二
冷
三
耎
四
軽
五
清
浄
六
不
臭
七
飲
時
不
損
喉
八
飲
已
不
傷
腹

文

〈
九
丁
右
〉

01
是
无
熱
池
□
事
大
般
若
三
百
九
十
九
（

『
大
正
蔵
』
巻
六

・
一
〇
六
五
頁
下

）
云
城
外
周
匝
七
重
宝
塹
八
功

徳
水

02
弥
満
其
中
冷
燸
調
和
清
和
澄
皎
鏡

文

此
説
香
城
也
　

尋
云
瑠
璃
玻
璃
者
梵

03
漢
中
何
歟
答
照
（

『
小
経
義
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
五
九
頁
下

）
云
瑠
璃
梵
語
此
翻
不
遠
去
波
羅
奈
城
不
遠
有

山
出
此
宝

04
故
玻
璃
亦
云
頗
胝
迦
此
翻
水
玉
或
云
水
精
硨
渠
下
並
花
言
如
車
之
礫
々
□

05
車
輞
赤
真
珠
者
仏
地
論
云
赤
虫
所
出
珠
体
赤
故
碼
碯
応
法
師
云
此
□
□

06
赤
如
馬
脳
焉

文

円
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
五
四
頁
中

）
云
亦
以
金
銀
下
列
七
宝
也
瑠
璃
具
云
吠
琉

璃
一

此
云
不
遠
一

07
如照

字
体
本
作
流
離
一

後
人
従
玉
一

頗
梨
正
云
窣
坡
致
迦
一

其
状
少
似
此
方
水

08
精
一

然
有
赤
一

有
白
者
一

車
渠
梵
云
牟
婆
洛

拉
婆
一

此
云
青
白
色
宝
一

尚
書
大

09
伝
曰
大
貝
如
大
車
之
渠
□
謂
車
渠輞

歟

赤
珠
者

如照

智
論
云
真
珠
出
魚
腹
中
竹

10
中
蛇
脳
不
必
唯
生
蚌
胎
也
瑪
瑙
梵
云
摩
婆
羅
伽
隸イ
此
云
瑪
脳
一

此
宝
色
如
馬

11
脳
一

目
以
為
名
新
本
云
阿
湿
摩

柆
一

此
云
蔵
杵
一

或
翻
胎
蔵
一

取
此
宝
堅
実
為
名
一

12
字
体
作
馬
脳
一

後
人
加
石
一

或
王
　

池
中
蓮
花
等
事
　

疑
云
□
□
報
分
量
者

〈
九
丁
左
〉

01
花
量
何
指
少
歟
答
分
喩
也
　

尋
云
以
車
輪
喩
形
之
辺
一

歟
答
□
也
平
等
経
□

02
形
如
車
輪
一

文

超
世
経
（

巻
五
、
『
大
正
蔵
』

巻
一
・
三
三
七
頁
上

）
説
毘
摩
質
タ
ラ
阿
修
羅
王
宮
云
池
中
蓮
花

円
如
車
輪

文

03
此
等
釈
喩
形
貌
也
称
讃
経
（

『
大
正
蔵
』
巻
一

二
・
三
四
九
頁
上

）
云
是
諸
池
中
常
有
種
々
雑
色
蓮
花
量
如

車
04
輪

文

希
深ク

義
解
云
…
…
大
本
経
云
池
中
蓮
花
或
一
由
旬
乃
至
百
千
由
旬
則
知
大
小

不
05
一

文

肇
公
ミ
タ
経
義
疏
云
大
如
車
輪
次
釈
分
量
此
経
拠
小
者
説
謂
如
車
輪
観
経

06
清
浄
覚
経
約
大
者
或
廿
里
乃
至
六
百
万
里
随
念
大
小
遂
无
定

文

此
等
釈
分
量
一

也
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07
慈
恩
同
之
円
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
五
四
頁
下

）
云
通
示
形
量
一

如
車
輪
故
照
（

『
小
経
義
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
六
〇
頁
上

）

云
若
准
観
経
一
々
池
中
有
六
十

08
億
七
宝
蓮
花
一
々
蓮
花
団
円
正
等
十
二
由
旬
既
言
七
宝
非
止
四
色
十
二
由
旬
□

09
止
車
輪
然
車
有
大
小
難
為
定
准
此
間
極
大
不
過
数
尺
可
依
輪
王
車
輪
□
□

10
十
住
婆
娑
云
転
輪
聖
王
千
輪
金
輪
種
々
珍
宝
荘
厳
其
輞
瑠
璃
為
轂
周
円

11
十
五
里
准
此
未
及
半
由
旬
亦
約
小
者
耳
所
以
二
経
不
同
者
慈
恩
云
花
有
大
小
彼
拠

12
極
大
此
約

小
□
准
大
本
池
中
蓮
花
或
一
由
旬
乃
至
由
旬
則
知
大
小
不
一

文

〈
一
〇
丁
右
〉

01
尋
云
細
分シ

テ

経
文
一

以
七
重
等
一

為ハ

別ノ

文
段
一

如
観
経ノ

説
相
一

七
重
等
者
宝
樹
観
也

有
七

02
宝
池
者
宝
池
観
也
四
辺
階
道
者
宝
池
観
也
上
有
楼
閣
等
者
宝
楼
観
也
若

03
爾
何
以
此
等
之
文
一

不
為
別
段
一

歟
答
有
云
経
文ニ

七
重
已
下ヲ

ハ

説テ

故
名
極
楽
一

答フ

依

報
04
得
名
之
由
一

有
七
宝
池
已
下ヲ

ハ

経
文ニ

間
雑シ

テ

不
説
故
名
極
楽
一

故
歟
有
云
只
是
随
宜

□
也

05
岸
上
重
楼
百
万
行
等
事
　

疑
云
重
者
横
竪
二
重
中
何
歟
答
竪
也
下
万
行
一
云
□
□

06
口
云
横
也
下
万
行
者
挙
数
也
　

各
坐
一
箇
聴
真
常
等
事
　

疑
云
箇ス

チ

之
訓
如
何
答

07
如
上
見
忠
算
法
花
釈
一

也
有
云
箇ク

キ
モ
ト

08
高
接
下
讃
云
下
接
高
讃
云
者
如
先
之
料
簡
也
可
唱
二
返
也
　

又
舎
利
弗

乃至

飯
食
経

09
行
等
事
　

疑
云
此
一
段
中
説
天
楽
金
地
雨
花
供
以
等
之
相
何
為
正
歟
答
供
仏
為

正
一

也

10
尋
云
観
経
云
瑠
璃
為
地
一

今
経
云
黄
金
為
地
相
違
如
何
答
於
衆
宝
合
成
地
一

且ク

説

辺
々
一

也

11
信
（

『
小
経
略
記
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
五
七
・
六
七
六
頁
上

）
云
問
観
経
云
瑠
璃
地
一

何
故
今
云
黄
金
一

解
曰
思
益
説
未
来

須
弥
灯
王
仏
国
土
一

云
閻

12
浮
金
瑠
璃
為
地
一

准
彼
一

思
之
一

黄
金
不
映
徹
一

瑠
璃ハ

非
金
色
一

彼
土
金
色
亦
応
映
徹

一

故

〈
一
〇
丁
左
〉

01
倶
得
□
又
観
経
云
瑠
璃
地
上
以
黄
金
縄
雑
厠
間
錯

云
々

二
宝
合
成
故
亦
倶
名

文

02
私
云
大
経
上
（

『
大
正
蔵
』
巻
一
二

・
二
七
〇
頁
上
意

）
云
七
宝
合
成
為
地
一

文

可
合
□
一

也
永
観ハ

難
恵
心
之
義

一

也
　

又
極
楽
无
日
月

03
以
何
□
別
六
時
歟
答
慈
恩
述
讃
云
問
彼
現
无
日
月
何
有
六
時
之
別
答
約
彼
土
実

04
无
六
時
亦
対
此
方
示
其
軌
判
故
言
六
時
若
依
別
経
亦
以
花
開
合
為
六
時
也

文

05
大
集
経
第
五
（

『
大
正
蔵
』
巻
一

三
・
一
一
一
頁
上

）
云
爾
時
有
仏
号
曰
得
一
切
願
威
徳
王
如
来
…
…
彼
世

界
名
曰
現
无
量
諸
仏

06
刹
土
彼
世
界
中
不
似
日
月
光
明
以
諸
灯
樹
及
摩
尼
而
以
照
明
昼
夜
唯
以
宝

07
花
開
合
知
有
時
節

文

悲
花
経
亦
意
同
也
照
（

『
小
経
義
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
六
〇
頁
中

）
云
彼
国
光
明
常
照

既
无
日
月

08
□
无
昼
夜
順
此
方
機
且
言
六
時
准
大
本大

イ

中
彼
以
蓮
開
鳥
鳴
為
暁
合
鳥
□

09
為
夜

文

龍
興
観
経
記
云
无
女
人
者
如
大
悲
経
仏
告
窮
日
光
明
菩
薩
東
南
方
□
…
□

10
億
百
千
仏
土
有
世
界
名
曰
蓮
花
仏
告
蓮
花
尊
諸
菩
薩
以
禅
三
昧
為
食
香
食
光

11
有
栭
食
亦
无
女
人
日
月
昼
夜
等
至
猶
如
西
方
安
楽
世
界
以
合
花
鳥
拪
而
知
時
節

文

12
又
曼
陀
羅
花
者
何
翻
之
歟
答
肇
云
計
雨
花
意
為
厳
意
為
厳
飾
其
花
覆
地

〈
一
一
丁
右
〉

01
厚
四
寸
随
色
次
□
分
布
而
不
雑
乱
光
沢
香
耎
足
蹈
上
行
裁践

歟

下
四
寸
挙
足
還

02
起
曼
陀
羅
者
此
云
花
言
如
意
花
曼
殊
沙
名
柔
耎

文

台
（

『
小
経
義
記
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
〇
六
頁
下

）
云
至
妙

名
曼
陀
羅
色

03
々
妙
无
比
香
気
芬
馥

文

恩
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
二
〇
頁
下

）
云
曼
陀
羅
者
此
云
赤
円
花
亦
言
如
意

花
正
法
花
名

04
適
意
花
大
適
意
花
若
曼
殊
沙
名
為
柔
耎
花
即
大
品
経
中ニ

ハ

帝
釈
両
曼
陀
羅
花

05
供
養
般
若
波
羅
蜜
須
菩
提
言
此
花
従
心
樹
生
即
如
心
所
欲如
而イ

本

雨
也
又
釈
者
花

06
所
生
従
其
心
生
然
花
貌
終
是
赤
円

文

照
（

『
小
経
義
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
六
〇
頁
中

）
言
曼
陀
羅
此
翻
適
意
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言
其
美
也

07
又
翻
白
花
取
色
也

文

観
云
法
花
疏
云
曼
陀
羅
花
者
何
西
明
云
天
花
名
也
中
国
亦

08
有
之
其
似
赤
而
黄
如
青
而
紫
如
銀
而
紅

已上

問
称
讃
経
説
常
雨
種
々
上
妙
天
花
今

09
何
唯
言
曼
陀
羅
今
説
一
花
是
即
略
也
理
実
彼
土
可
雨
衆
花
故

文

円
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
五
四
頁
下

）

云
翻
適
意
一

10
□
□
悦
人
意
一

故
其
色
白
故
或
翻
為
白
花
一

也
　

又
或
本
云
而
雨
曼
陀
羅
花
何
為

正
一

歟

11
答
雨
天
為
正
也
唐
本
皆
爾
也
　

又
衣

ハ-

ナ
コ裓

者
何
等
歟
答
国
王
太
子
入
花
一

進ス
ル

物

也
12
肇
□
衣
裓
者
謂
衣
衿
□

文

恩
同
之
天
台
義
記
（

『
小
経
義
記
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
〇
六
頁
下

）
云
衣
裓
是
盛
花

器
形
如
□
蓋

〈
一
一
丁
左
〉

01
而
有
一
足
□
擎
供
養

文

元
暁
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
六
〇
頁
中

）
云
衣
裓
真
諦
云
外
国
盛
花
器
也

文

　

尋
云
可
供
養

02
仏
何
限
十
万
億
一

歟
答
只
是
随
宜
也
故
大
経
廿
三
願
（

『
大
経
』
巻
上
、
『
大
正
蔵
』

巻
一
二
・
二
六
八
頁
中

）
云
国
中

菩
薩
承
仏
神
力
供
養
諸
仏

03
一
食
之
頃
不
能
遍
至
无
数
无
量
那
由
他
諸
仏
国

文

又
卌
二
願
（

『
大
経
』
巻
上
、
『
大
正
蔵
』

巻
一
二
・
二
六
九
頁
上

）

云
一
発
意
頃
供
養

04
无
量
不
可
思
議
諸
仏
世
尊

文

又
下
（

『
大
経
』
巻
下
、
『
大
正
蔵
』

巻
一
二
・
二
七
三
頁
下

）
養
承
仏
神
力
一
食
之
頃
往

生
諸
十
方
无
量

05
世
界
恭
敬
供
養
諸
仏
世
尊

文

有
云
案
十
住
毘
婆
意
一

今
経ハ

約
新
往
者
一

歟
云
常
以

06
清
旦
一

云
飯
食
経
行
等
一

故
旧
住
菩
薩ハ

日
々
六
時ニ

供
養
諸
仏
一

也
一
云
問
両
巻
経

…
…
往
詣
十

07
方
…
…
云
何
今
説
十
万
億
仏
答
彼
経
既
言
菩
薩
拠
勝
機
説
此
経
約
下
機
故
无
相

違
文

08
尋
云
即
以
食
時
還
到
本
国ニ
一

食
時
者
何
時
歟
同
（

慈
恩
『
小
経
疏
』
、
『
大
正

蔵
』
巻
三
七
・
三
二
一
頁
上

）
云
問
言
食
時

者
為
同
此
処
巳
午
之

09
際
為
別
時
也
答
雖
短
長
不
等
食
時
故
亦
是
同

文

欽
云
食
時
中
言
前
者
此
二
義
如

10
金
剛
般
若
経
云
食
時
著
衣
持
鉢
此
乃
人
家
食
熟
之
時
当
辰
巳
間
也
二
今
云
食
時
飯

11
食
正
是
諸
仏
受
食
之
時
也
或
曰
毘
羅
三
昧
経
云
諸
仏
並
日
中
食
如
何
在
中
前
答

12
為
名
所
使
来
遍
養
也
一

若
正
中
時
自
属
時
非
時
不
合
食
故
須
在
中
前
方
令

〈
一
二
丁
右
〉

01
進
噉

文

　

飯
食
等
事
　

仁
岳
疏
下
云
問
食
以
資
身
為
義
浄
土
之
中
為
是ハ

何
食
答

02
実
報
土
禅
悦
為
味
若
反
化
土
段
食
資
身
今
謂
不
能
拠
往
生
論
偈
云
愛
食

文

03
又
軽
行
之
相
如
何
答
両
方ニ

往
還
也
慈
恩
疏
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
二
一
頁
上

）
云
経
行
者
謂
旋
遶

思
惟

文

大
日ニ

ハ

云
経

04
行
処ト
一

築テ

壇
一

食
後ニ

経
行
也
為
適
悦
一

也
四
分
律
（

巻
五
九
、
『
大
正
蔵
』
巻

二
二
・
一
〇
〇
五
頁
中

）
云
経
行
有
五

益
一

一
堪
遠
行
二
能

05
思
惟
三
少
病
四
消
食
五
得
定
久
住

文

釈
迦
方
誌シ

ニ

（
巻
上
、
『
大
正
蔵
』
巻

五
一
・
九
五
七
頁
下

）
云
仏
経
行
石ノ

基

長
五
十
歩
高

06
七
尺
足
之
所
履
皆
蓮
花
文

云
々

南
海
伝
第
三
（

『
大
正
蔵
』
巻
五

四
・
二
二
一
頁
中

）
云

義
浄

五
天
之
地
道
俗
多

作
経
行
一

07
真
至
直
来
唯
遵
一
路
一

随
時
一

適カ
ナ
ヘ性ニ

一

勿レ

居□

用
処
一 ス

ル
コ
ト

一
則
癒イ

ヤ
ス

病
一

二
能
銷
食
一

謂ク

中

08
日
映エ

イ

即
行
時
也
或
可
出
寺
一

長
行
一

或
於
廊
下
一

徐
行ヨ

若
不ハ

為サ

之
一

身
多
病
苦
一

…
…

09
又
云
仏
経
行
基

ヒ
ロ
サ

可
二
時
一

長
十
四
五
肘
一

余
累カ

サ
ネ
ヲ

磚
一

カ
ハ
ラ
ハ
ヲ

作
也
上ニ

以
石
一

作
蓮
花
一

開
敷
勢ヲ
一

10
高
二
寸

一
尺
許
有
十
四
五
表
聖
足
跡
一

也
文

弘
決
二
（

『
大
正
蔵
』
巻
四

六
・
一
八
二
頁
中

）
云
三
千
威
儀

経
云
経
行
有
五
処
一

11
一
閑
処
二
戸
前
三
講
堂
四
塔
下
五
閣
下

文

　

種
云
随
心
皆
称
意
等
事
　

疑
云
種
々

何
等
歟
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12
答
□
養
諸
仏
供
養
也
称
讃
経
云
供
養
无
数
仏
也
　

又
心
与
意
有
何
別
一

歟
答

〈
一
二
丁
左
〉

01
同
也
□
心
意
識
体
一
倶
舎
（

巻
四
、
『
大
正
蔵
』

巻
二
九
・
二
一
頁
下

）
頌シ

心
々
所ノ

有
依
故
但
執
起
名
心
思
量

為
意
了
別
名
識
一

云
々 

02
高
接
下
讃
云
下
接
高
讃
云
者
料
簡
可
唱
二
返
也
　

復
次
舎
利
弗
等
事
　

疑
云
此
一

段
置

03
復
次
之
言
有
何
要
歟
答
无
別
之
由
一

只
文
段
始
故
或
云
又
一

或
云
復
一

也
　

尋
云
鳥

者
04
畜
生
也
浄
土
既
无
三
悪
趣
何
云
常
有
種
々
奇
妙
雑
色
之
辺
哉
答
肇
云
正
法
念
経

05
云
四
天
已
上
无
実
畜
生
諸
天
福
力
為
厳
処
所
亦
有
禽
獣
然
非
実
報
何
況
浄
□

06
而
得
有
之
言
諸
鳥
者
ミ
タ
所
化
作

文

恩
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
二
一
頁
中

）
云
言
諸
鳥
者
或
ミ
タ
所

化
或
宝
光
状
似
之
一

文

07
一
云
及
有
三
謂
自
身
相
応
罪
身
相
応
若
身
口
業
通
於
三
化
若
意
業
但
是
初
二
一

若

令
08
有
心
即
他
身
摂
故
広
如
仏
地
論
然
即
此
鳥
他
身
相
応

文

恩
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
二
二
頁
下

）
云
人

疑
云
此
鳥
既
非

09
実
報
当
是
何
身
答
曰
是
彼
仏
化
作
或
宝
光
明
化
作
意
欲
令
其
助
宣
正
法
故

文

10
白
鵠
孔
雀

乃至

共
命
鳥
等
事
　

疑
云
白
鵠コ

ク

者
何
等
歟
答
鶴
類
也
有
云
有
云
鵠
一

極
小

11
辺
一

射
彼
一

云
射
鵠コ

ノ

云
義

ト
一

也
人
広ク

知
大
小
事
一

亦
云
射
鵠
之
義
一

也
恩

（
天
台
『
小
経
義
記
』
、
『
大
正

蔵
』
巻
三
七
・
三
〇
六
頁
下

）
云
三
雑
色
鳥

12
白
鶴
孔
雀
鸚
鵡
鴝

亦
如
此

歟

聞
水
禽
之
類

文

通
讃
疏
（

巻
中
、
『
大
正
蔵
』
巻

三
七
・
三
四
〇
頁
中

）
云
白
鶴
者

丹
〈
一
三
丁
右
〉

01
朱
作
頂
霜
雪
為
毛
一

鳴
之
即
声
振
九
皐
舞
之
則
雅
和
八
節
逈
異
諸
鳥
故
云

02
白
鶴

文

玄
一
記
云
鵠

音
好
屋
脚
長
為

鶴
脚
短
為
鵠

欽
云
白
鶴
者
道
家ニ

有
相
鶴
経
一

曰
体
尚
潔

03
故
其
色
白
声
聞
天
故
其
項
赤
食
於
水
故
其
啄ク

チ
ハ
シ

長
軒
於
前
一

故
後
指
短
棲
於

04
陸
故
一

足
高
而
尾
凋ミ

シ
カ
シ

即
短
也

翔
於
雲
一

故
毛
豊
而
肉
疎
寿
一
千
年
円
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
五
四
頁
下

）
云

白
鶴
者

05
相
鶴
経
曰

如欽

毛
豊
而
肉
疎
大
喉ハ

以
吐
故
一

フ
ル
キ
ヲ

修
頸
以
納
新
故
生
天
寿
不
可
量

06
周
欽
記

歟

（
戒
度
『
聞
持
記
』
、
『
浄
全
』
巻

五
・
六
七
三
頁
下―

六
七
四
頁
上

）
孔
雀
大
好
翅
鳥
聞
雷
則
舞
帰
霧
則
鳴
巣
万
尋
之

高
食
再
熟
之
稲

07
鸚
武
者
山
海
経
云
黄
山
有
鳥
如
鴞
類
搤
切
青
羽
赤
喙
觜許

観
切

人
舌
能
名
曰
鸚
武

08
璞
注経

云
赤
有
白
色
者

文

　

又
舎カ

シ

利ト
リ

者
翻
名
如
何
答
光
記
（

『
倶
舎
論
記
』
巻
一
、
『
大

正
蔵
』
巻
四
一
・
八
頁
中

）
翻
百

舌
鳥
一

或
翻
鶖カ

シ
ト
リ

09
通
讃
（

巻
中
、
『
大
正
蔵
』
巻

三
七
・
三
四
〇
頁
下

）
云
舎
利
者
梵
語
此
云
鶖
鷺サ

キ

也
…
…
而
万
里
飛

文

又
（

『
通
賛
疏
』

巻
中
、
『
大

　

正
蔵
』
巻
三
七
・

三
四
〇
頁
下

）
云
迦
陵
頻
伽
此
云
妙
音

文

10
元
照
（

『
小
経
義
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
六
〇
頁
中

）
云
此
云
妙
声

文

光
記
（

『
倶
舎
論
記
』
巻
一
、
『
大

正
蔵
』
巻
四
一
・
八
頁
中

）
云
舎
利
鳥
者
百

舌
鳥
也
有
云
舎
利
鳥
者
鶯
也

云
々

11
答
肇
云
仏
荘
厳
不
思
議
経
云
舎
利
者
此
云
鸚
鵡
鳥

文

恩
同
之
照
（

『
小
経
義
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
六
〇
頁
中

）

云
舎
利
此
云
春
鶯

12
或
云
鶖
路

文

観
云
有
疏
云
舎
利
者
此
云
鸚

鳥
…
…
光
記
云
舎
利
鳥
者
舌
身
也

〈
一
三
丁
左
〉

01
有
云
□
利
鳥
者
鶯
也

文

迦
陵
頻
伽
者
肇
云
智
度
論
云
此
无
正
名
号
好
音
鳥
此

02
鳥
雖
未
出
声
其
音
已
勝
衆
鳥
何
況
出
声

文

恩
同
之
一
云
迦
陵
頻
伽
者
発
妙

03
音
鳥
如
余
処
説
仏
以
伽
陵
頻
伽
音
為
衆
演
説
辟
喩
経
中
阿
育
王
問
波
斯
匿
王

04
妹
尼
云
仏
有
八
種
音
声
以
何
為
喩
道
人
曰
仏
音
厳
妙
无
双
无
比
唯
今
海
辺

05
有
鳥
名
為
羯
随
其
頗
有
髣
髻
王
即
還
曰
使
人
求
之
未
復
得
鳥
旬
日
不
鳴

06
王
甚
恠
之
時
有
青
衣
荘
厳
以
大
鏡
著
鳥
前
於
鳥
見
鏡
中
影
驚
欣
歓
鳴

07
青
衣
旋
之
不
得
令
鳥
青
衣
皇
我
能
令
鳥
鳴
王
言
汝
能
使
鳥
鳴
勉
汝
為
夫

08
人
即
取
大
鏡
懸
之
四
面
鳥
后
中
央
四
句
見
伴
即
使
悲
鳴
声
甚
哀
和
□
□
分

09
之
一
王
意
歓
喜
即
発
无
上
正
真
宮
中
綵
女
凡
千
人
亦
発
无
上
道
意
従
意
従

10
分
遂
信
三
宝
鳥
之
音
声
所
発
如
是
覧
於
其
真
清
浄
妙
音
者
乎
案
曰
伽
陵

ウ
ク
ヒ
ス
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11
頻
伽
即
名
羯
随

文

照
与
観
意
同
之
　

又
共
命
者
為
一
有
情
為
有
情
答
二
有
情
也

12
釈
迦
与
調
達
□
□
命
鳥
一

給
提
婆
食
毒
倶
死
天
台
義
記
（

『
小
経
義
記
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
〇
六
頁
下

）
云
共

命
両
頭
而

〈
一
四
丁
右
〉

01
同
一
体
生
死
斉
等
故
曰
共
命

文

玄
一イ

チ

云
共
命
鳥
者
二
頭
一
身
即
二
有
情
若
一
死
者

02
即
二
倶
死
故
言
共
命

文

肇
云
共
命
々
者
相
伝
云
一
身
両
頭

文

恩
同
之
欽
云
共
命
者

03
又
勝
天
王ニ

ハ

名
生
々
涅
槃
云
耆
婆
一

々
々
皆
尼
名
此
鳥
以
耆
婆
翻
活
或
生
或
命

文

04
尋
云
彼
土
説
法
鳥
樹
風
波
共
限
六
時
一

歟
答
信
（

『
小
経
略
記
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
五
七
・
六
七
六
頁
中

）
云
音
限
六
時

風
常
相
続

文

05
尋
云
今
五
根
等
者
小
乗
卅
品
歟
爾
者
何
不
説
四
念
処
四
正
勤
四
如
意
足
一

歟
答
観

云
何
故

06
不
説
四
念
住
等
有
疏
釈
云
彼
化
生
身
然
无
体
不
浄
等
故
而
不
倒
執
浄
不
浄
心
故
不

07
説
身
念
雖
无
苦
受
亦
不
楽
執
心
到
不
説
念
受
知
心
无
常
励
誠
修
道
不
説
念
心

08
知
法
无
我
无
我
倒
不
説
念
法

是
故
不

説
四
念

不
曾
造
悪
无
煩
悩
説
断
熾
然
自
励
諸

09
聖
道
不
仮
説
修
故

不
説

四
勤

定
慧
兼
修
非
恒
散
乱
五
通
報
得
无
労
如
意
是
故
前

10
三
鳥
音
不
説
又
略
挙
非
鳥
不
宣

已上

又
称
讃
云
如
是
衆
鳥
昼
夜
六
時
恒

11
共
集
会
出
和
雅
声
随
其
類
音
宣
暢
妙
法
所
謂
甚
深
念
住
正
断
神
足
根

12
力
覚
支
□
无
量
妙
法

已上

故
知
此
経
如
是
等
言
非
唯
念
住
等
之
取
余
无
量
妙
法
也

文

〈
一
四
丁
左
〉

01
尋
云
五
根
等
者
其
相
如
何
答
照
（

『
小
経
義
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
六
〇
頁
中

）
云
是
諸
下
次
明
演
法
和
雅
謂

声
音
咸
人
演
暢

02
謂
説
法
无
滞
一

五
根
者
一
信
二
精
進
三
念
四
定
五
慧
能
聖
道
一

故
総
名
根
即
此
五

03
法
能
排
業
或
一

故
名
為
力
七
菩
提
分
即
七
覚
支
一
択
法
二
精
進
三
喜
四
除
五
捨
六

定
04
七
无
学ハ

実ニ

覚テ

七
事
能
到
故
名
為
分
八
聖
道
分
者
一
正
見
二
正
思
惟
三
正
語
四

05
正
業
五
正
命
六
正
精
進
七
正
念
八
正
道
前
二
慧
学
中
三
戒
学
後
三
定
学
即
是

06
離
明
三
学
一

初
果
已
去
見
真
諦
理
一

皆
名
正
道
一

亦
名
聖
道
一

余
如
法
界
次
第
委

07
明

文

円
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
五
五
頁
上

）
云
七
菩
提
分
者
諸
経
云
七
覚
支
一

是
也
謂
念
択
進
喜
軽

安
定
捨
前
一
兼
定

08
慧
一

次
三
是
慧
後
三
是
定
　

尋
云
経
云
ア
ミ
タ
仏
今
現
在
説
法
一

有
何
不
足
用
畜

生
09
等
説
法
一

歟
答
恩
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
二
二
頁
下

）
云
智
度
論
問
云
浄
土
中
諸
仏
有
无
量
神
力
一

何
不
但
多
化
作
仏

10
処
々
説
法
度
生
乃
化
畜
生
皆
現
樹
木
等
説
法
也
答
若
処
々
仏
身
衆
生
即
不
能

11
信
謂
為
幻
化
也
心
不
敬
重
於
道
難
入
所
以
不
化
作
仏
又
如
本
生
経
説
若
菩
薩

12
作
畜
生
身
為
人
説
法
人
以
希
有
故
聞
皆
信
受
又
以
畜
生
心
真
故
不
誑
人
聞

〈
一
五
丁
右
〉

01
則
生
信
又
恐
有
情
衆
生
是
欺
誑
故
亦
令
无
情
樹
木
而
演
説
法
聞
則
□
受

文

02
肇
与
観
同
之
　

又
此
衆
鳥
者
依
正
二
報
中
何
歟
答
依
報
分
也
玄
義
分
爾
也

03
私
云
此
義
不
爾
鳥
者
必
正
報
之
摂
也
　

其
土
衆
生
…
…
念
僧
等
事
　

疑
云
衆
鳥
演

暢
根

04
力
覚
道
歟
爾
者
聞
者
何
念
三
宝
歟
答
必モ

不
可
限
根
力
覚
道ニ
一

可
暢
仏
地
三
身
功
徳

05
无
量
法
門
歟
而
今
挙
少
分
故
云
如
是
等
法
一

也
総
功
徳
法ノ

体
不
可
過
三
宝
也

06
尋
云
无
三
悪
趣ノ

上ニ

重
云
尚
无
三
悪
道
之
名
有
何
意
一

歟
答
名
体
各
別
故
也
准
論

07
文
一

无
三
悪
趣
者
説
无
体
機
嫌
无
三
悪
道
之
名
者
説
名
機
嫌
一

也
　

又
此
一
段

08
中
挙
衆
鳥
説
法
等
之
種
々
荘
厳
相
何
為
正
歟
答
説
法
相
為
正
一

也

09
高
接
下
讃
三
下

唱反

下
接
高
讃
云
者
如
先
之
料
簡
　

文
々
句
々
理
相
同
等
事
　

尋
云

10
□
如
何
答
文
々
句
々
者
非
色
経
巻
一

衆
鳥
声
也
能
同
之
　

或
説
他
方

乃至

機
人
天
等

事
11
疑
云
離
悪
道
者
何
等
歟
答
説
他
方
苦
事
一

令
覚
動
菩
提
心
故
菩
薩
往
生
一

方
説
法
一

令
12
離
悪
道
一

也
故
下
云
菩
薩
声
聞
聞
此
法
処
々
分
身
転
法
輪
也
　

又
地
獄
封
人
天
者
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文
点
如
何

〈
一
五
丁
左
〉

01
答
封
□
□
歟
爰
以
法
照
五
会
讃
（

巻
本
、
『
大
正
蔵
』
巻

四
七
・
四
七
六
頁
下

）
引
此
文
一

云
対
人
天
一

也
高
接
下

讃
云

可
唱

反

下
接
高

02
讃
云
者
如
前
　

人
天
雑
類
等
事
　

疑
云
雑
類
者
何
等
歟
答
衆
鳥
等
也
云
或
現
鳥

03
身
等
一

故
也
有
云
指
往
生ノ

機
分
一

歟
証
无
為
法
性
一

故
　

或
使
風
光
相
応
動
等
事

04
疑
云
風
光
相
応
者
何
等
歟
答
光
説
法
音
与
風
音
一

令
相
応
一

云
事
歟

05
慚
謝
ア
ミ
師
等
事
　

疑
云
ア
ミ
師
者
何
等
歟
答
可
云
ア
ミ
タ
ト
一

為
調
韻
一

書
師

也
06
謂
上
不
思
議
与
今
ア
ミ
師
一

也
下
接
高
讃
云

可
唱

反

高
接
下
讃
云
者
如
先
之
料
簡

07
ミ
タ
仏
国
真
厳
浄
等
事
　

疑
云
此
一
段
者
釈
成
経
何
文
歟
答
総
結
上
来
五
依

08
報
段
已
下
以
観
経
意
一

釈
歟
　

往
生
彼
国
无
余
事
等
事
　

疑
云
此
段
置
无
余ノ

09
事
也
此
言
意
如
何
答
依
報
終
故
慇
懃
云
无
余
事
一

此
即
結
无
有
衆
苦
一

也

10
高
接
下
讃
云
下
接
高
讃
云
者
可
唱
二
反
　

彼
仏
光
明

乃至

无
所
障

等
事
　

疑
云

11
於
色
法
為
无
障

於
心
法
為
无
障

一

歟
答
色
法
不
障

一

勿
論
也
心
法
不
障

也

12
口
云
先
云
色
法
也
　

尋
云
経
文ニ

説
彼
仏
光
明
照
十
方
国
者
有
何
益
一

歟
答
□
文

〈
一
六
丁
右
〉

01
雖
幽
以
果
案
之
摂
取
衆
生
一

為
令
往
生
一

也
次
下
釈
云
正
坐
已
来
経
十
劫
心
縁
法

界
照

02
慈
光
蒙
光
触
者
塵
労
滅
臨
終
見
仏
往
西
方
又
礼
讃
云
ア
ミ
タ
仏ノ

下
注
□

03
可
見

云
々

　

彼
仏
寿
命

乃至

故
名
ア
ミ
タ
仏
等
事
　

疑
云
所
言
无
量
寿
為
有
量
為
无
量

04
々
々
一

歟
答
今
師
意
无
量
无
量
也
又
他
受
用
故
无
量
々
々
也
　

尋
云
仏
果
平
等
何

独
05
云
光
寿
无
量
一

歟
答
恩
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
二
三
頁
中

）
云
問
諸
仏
徳
行
皆
同
何
故
ア
ミ
独
勝
答

智
度
論
云
諸
仏
常

06
光
亦
无
大
小
遠
近
之
異
但
由
衆
生
根
有
浅
深
徳
有
原
薄
諸
仏
光
所
現
不

07
同
然
実
平
等
故
十
住
毘
婆
沙
云
諸
仏
常
光
不
可
以
由
旬
数
量
為
限
遍
満
十
方
莫

08
知
辺
際

文

円
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
五
五
頁
中

）
云
釈
迦
光
明
亦
能
照
无
量
国
一

応
名
ア
ミ
タ
一

答
釈

迦
現
劣
応
身
一

常
光

09
一
尋
而
已
及
現
通
放
光
一

方
照
无
量
一

彼
仏
現
勝
応
身
常
光
无
量
故
受
其
名

10
観
云
問
曰
諸
仏
功
徳
斉
等
何
故
ミ
タ
光
明
殊
勝
釈
言
法
報
功
徳
斉
等
但
化
身
仏
多

依
11
本
願
有
差
別
以
本
願
故
此
仏
光
勝
故
願
云
設
我
得
仏
光
明
有
能
限
量
…
…
不
取
正

覚
文

12
尋
云
及
其
人
民
者
為
寿
命
為
人
数
歟
答
寿
命
也
本
仏
寿
随
一
故
也
玄
一
云
問
ミ
タ

是
能

〈
一
六
丁
左
〉

01
化
身
何
故
合
所
化
寿
命
釈
答
諸
仏
得
名
不
定
約
唯
所
化
尚
以
无
失
何
況
合
説

文

02
測
云
正
益
有
三
无
量
一
者
光
明
二
者
寿
命
三
者
従
衆

文

　

又
極
楽
衆
生
寿
命
无
量

03
故
可
名
ア
ミ
タ
一

歟
答
不
可
名
歟
但
迦
才
釈
爾
也
　

又
摂
持
一
切
无
量
法
故
云
无

量
歟

04
答
不
爾
一

一
法
々
々
毎
法
无
量
也
玄
一
記
云
問
仏
命
无
量
故
仏
名
ア
ミ
タ
其
義
可

爾
何
故

05
衆
生
命
无
量
之
義
亦
彼
仏
一

答
彼
仏
願
力
衆
生
命
長
故
名
仏
徳
当
有
仏
失

文

06
尋
云
ア
ミ
翻
名
如
何
答
智
恵
疏
（

智
円
『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
五
一
頁
中―

下

）
云
阿
之
言
无
ミ
タ
言
量
也

何
故
名
无
量
耶
以
四
義

07
故
得
名
一
光
明
照
无
量
二
寿
命
数
限
无
量
三
大
小
弟
子
无
量
四
生
者
補
処

08
无
量
由
茲
四
事
一

以
立
尊
号
一

文

玄
一
記
云
今
此
経
中
略
明
彼
四
種
一
无
□
光

09
々
種
无
量
故
二
无
辺
光
照
十
方
国
无
辺
際
故
三
无
障
光
无
人
対
障
故
即
无

10
対
光
四
无

光
无
物
能
障
故

文

　

尋
云
阿
僧
祇
者
其
数
量
如
何
答
恩
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正

蔵
』
巻
三
七
・
三
二
三

頁
中

―

下

）
云
智

11
度
論
云
阿
之
言
无
僧
祇
言
数
劫
言
時
経
无
数
劫
時
摂
論
云
不
可
数
有
二
阿
僧
祇
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12
劫
謂
年
同
歳
数
不
可
数
此
是
小
劫
二
劫
阿
僧
祇
謂
菩
薩
修
道
以
劫
為
量
此
故

〈
一
七
丁
右
〉

01
亦
不
可
数
故
名
為
劫
阿
僧
祇
此
是
大
劫
今
ミ
タ
寿
劫
者
是
年
同
歳
阿
僧
祇

02
劫
也
此
是
小
劫
其
劫
義
如
別
章
問
彼
仏
寿
越
僧
祇
未
知
作
仏
已
来
于
今

03
近
若
久
即
恐
臨
滅
度
雖
十
念
而
難
逢
近
即
因
未
涅
槃
終
百
年
而
可
望
良
有

04
斯
問
故
下
答
云

文

又
云
恩
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
二
三
頁
下

）
云
成
仏
已
来
於
今
十
劫
須
見
所
疑
也

謂
成
化
已
来
始
経
十

05
劫
願
生
必
見
問
是
何
劫
答
是
小
劫
如
梁
摂
論
以
行
年
双
等
歳
為
一
数
々
□
六
十

06
数
為
一
阿
僧
祇
謂
五
年
両
閏
為
双
即
一
双
二
双
乃
至
十
双
百
双
千
双
万
双

07
阿
僧
祇
双
名
一
小
劫
一

所
以
知
是
双
等
劫
者
花
厳
経
云
娑
婆
一
劫
当
彼
一
日
一
夜

即
以
彼

08
卅
月
為
一
月
乃
至
十
二
月
為
一
歳
即
両
閏
為
双
乃
至
僧
祇
故

文

信
（

『
小
経
略
記
』
、
『
大
正
蔵
』

 

巻
五
七
・
六
七
六
頁
下

）

云
大
論
云
无
量

09
億
阿
僧
祇
与
恒
河
沙
者
多
数
量
理
同

云
々

諸
文
雖
異
彼
土
専
量
大
劫
一
恒
河
沙

10
数
劫
耳
　

ア
ミ
タ
仏
成
已
来
於
今
十
劫
等
事
　

疑
云
此
段
中
説
成
仏
遠
近
有
何
由

11
歟
元
暁
疏
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
四
九
頁
下

）
云
文
中
成
仏
已
来
於
今
十
劫
者
為
遣
疑
情
有
人
疑

言
寿
雖
无
量
要
有

12
始
終
未
知
今
者
為
始
耶
今
解
言
今
已
所
遠
唯
逕
十
劫
当
知
今
後
无
量
劫
住
故

〈
一
七
丁
左
〉

01
論
云
荘
厳
主
功
徳
成
就
者
偈
言
正
覚
…
…
住
持

文

慈
恩
永
観
為
十
劫
一

歟
元
照

（
『
小
経
義
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
六
一
頁
上

）
云
言
十
劫
者

02
准
法
花
大
通
智
勝
仏
時
ミ
タ
乃
是
十
六
王
子
釈
迦
既
経
塵
劫
ミ
タ
豈
不
然
楞
厳
勢

03
至
章
云
我
於
往
昔
恒
沙
劫
有
仏
出
世
名
无
量
光
十
二
如
来
相
継
一
劫
准
大
本
中

04
即
ミ
タ
也
今
経
大
本
皆
言
十
劫
乃
是
一
期
赴
機
之
説
不
足
疑
矣

文

義
述
　

（
『
小
経
義
述
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
〇
九
頁
中

）
云
劫
者

05
寿
雖
十
劫
然
世
間
不
可
数
知
一

故
名
无
量
寿

文

希
深
義
解
云
言
十
劫
者
一
期
赴

06
機
宣
実
非
是
算
数
之
所
能
知
也

文

　

又
余
経
中
多
説
久
遠
義
今
云
十
劫
豈
不
相

07
違
歟
答
経
々
異
説
也
真
言
経
等
説
无
始
无
終
五
智
如
来
一

首
楞
厳
経
　

（
巻
五
、
『
大
正
蔵
』
巻

一
九
・
一
二
八
頁
上

）
説
往
昔

08
恒
沙
劫
有
出
世
名
无
量
光

文

　

无
量
无
辺

乃至

阿
羅
漢
等
事
　

疑
云
彼
国
□
前
三

09
果
人
何
云
皆
是
阿
羅
漢
歟
答
一
従
成
仏
始
一

有
声
聞
歟
一
約
終
一

云
皆
一

歟
慈
恩
述

讃
云

10
名
阿
羅
漢
者
断
煩
悩
故
得
於
尽
智
証
无
為
故
得
无
生
智

文

11
兆
載
永
劫
亦
无
央
等
事
　

疑
云
兆
載
者
何
等
歟
答
算
数
位
也
　

又
无
央
者
文
点

12
如
何
答
如
上
憬
興
（

『
述
文
賛
』
巻
中
、
『
大
正

蔵
』
巻
三
七
・
一
四
七
頁
下

）
云
阿
僧

異
名
也ト
一

　

一
坐
无
福移

亦
不
動

等
事
　

疑
云
无
移
与
不

〈
一
八
丁
右
〉

01
動
有
何
別
歟
答
无
移
三
世
一

不
動
四
相
一

也
　

分
身
遣
化
往
相
迎
等
事
　

疑
云

02
分
身
遣
化
有
何
別
歟
答
分
身
即
化
也
　

又
九
品
来
迎
仏
皆
是
化
身
歟
答
不

03
爾
但
今
釈
約
多
分
也
総
約
機
見
不
同
一

約
報
身
徳
用
一

也
群
疑
論
二
（

『
大
正
蔵
』
巻
四

七
・
三
七
頁
下

）

云
釈ク

甚

04
深
実
相
平
等
妙
理ニ

ハ

  

法
身
如
来
本
无ト

モ

生
滅
一

以
本
願
无
限ノ

大
悲
接
引
衆
生
一

従
真

05
起シ

テ

化ヲ

十
方
世
界
一

如
来
引
接下

三
輩
九
品
一

以
化
即
真
不
来
不
去
一

随
機
応ニ

ハ

物
一

有

往
有

06
還
一

若
経
拠
化ノ

体
即
真
一

説
无
来
去
一

観
経
拠
従
真
一

流ホ
ト
コ
ス

化
一

現ス

有コ
ト
ヲ

往
還
一

文

07
高
接
下
讃
云

可
唱

一
反

下
接
高
讃
云
者
如
先
之
料
簡
一

　

一
坐
百
劫
長
時
劫
等
事
　

尋
云

一
坐

08
者
意
如
何
答
行
菩
薩
行
一

時
思
暫
時
坐
一

過
長
時
劫
一

云
也
　

同
因
行
至
菩
提
等

事
　

疑
云

09
此
文
意
説
何
事
歟
答
ミ
タ
卌
八
願
因
也
六
度
万
行
々
也
因
行
共
至
菩
薩
一

故
也

10
誓
願
荘
厳
清
浄
土
等
事
　

疑
云
約
誰
人
論
誓
願
歟
答
付
ミ
タニ
一

論
也
　

ミ
タ
化
至

当
心
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11
□
等
事
　

尋
云
当
心
坐
者
意
如
何
答
当
中
心
一

生ト

云
也
　

花
台
独
廻

乃至

間
雑
宝
等

事
12
疑
云
説
正
報
中
何
挙
依
報
荘
厳
歟
答
所
座
故
也
高
接
下
讃
云
下
接
高
讃
云
者

可
唱

二
反

〈
一
八
丁
左
〉

01
如
先
之
料
簡
一

円
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
五
五
中

）
云
阿
鞞
跋
致
此
翻
不
退
転
一

而
不
退
有
三
一

位

行
念
也
通
教
初
果
以

02
去
斉
羅
漢
一

位
不
退
七
地
行
不
退
八
地
念
不
退
別
教
以
住
行
向
対
之
初
地
証
念
不

退
03
向
但
修
耳
円
教
初
信
至
七
信
一

位
不
退
八
信
以
去
行
不
退
初
住
証
念
不
退

04
衆
生ノ

々
者
等
事
　

疑
云
文
点
如
何
答
如
上
　

尋
云
指
何
等
機
品
一

云
衆
生
々
者
一

歟
答
円
測
云

05
初
地
已
上
无
量
善
根
方
得
生
彼

文

自
余
人
師
約
凡
夫
也
　

皆
是
ア
ヒ
跋
致
等
事

06
疑
云
指
何
位
云
ア
ヒ
ハ
チ
ト
歟
答
今
処
不
退
位
也
肇
公
義
疏
云
大
品
経
云
不
退
故

名
ア
ヒ

07
ハ
チ
是
人
更
不
為
諸
魔
所
動
更
无
退
転
得
无
生
忍
未
得
忍
者
是
生
死
肉
身

文

08
其
中
多
有
一
生
補
処
等
事
　

疑
云
一
国
中
何
多
有
補
処
歟
答
非
□
極
楽
□
処
一

09
一
生
補
処
致ノ

菩
薩
多ト

云
也
慈
恩
疏
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
二
五
頁
上

）
云
資
糧
論
云
一
生
補
処
及

後
身
問
為
一

10
為
異
一

答
不
同
謂
第
十
地
菩
薩
更
有
一
生
所
繋
者
欲
入
兜
卒
天
若
正
住
兜ト

卒

11
天
中
者
名

後
身
大
品
経
云
是
菩
薩
一
生
補
処
是
菩
薩

後
身

文

　

尋
云
但
可
以

12
无
量
无
辺
阿
僧
祇
劫
説
彼
国
菩
薩
可
有
説
尽
之
期
一

歟
答
有
云
爾
也
无
過
□
万

〈
一
九
丁
右
〉

01
億
仏
土
等
一

有
量
能
破

云
々

　

尋
云
一
生
補
処
者
名
義
如
何
□
□
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
二
五
頁
上

）

旧
聖
衆
即
助
円
浄
謂

02
諸
菩
薩
助
仏
揚
化
一
生
補
処
十
地
菩
薩
更
於
兜
卒
天
一
度
受
生
従
兜
卒
天
下

03
即
補
前
仏
処
而
成
仏

文

測
云
如
智
度
論
等
菩
薩
有
多
種
謂
一
生
成
仏
名
為

04
一
生
二
生
三
生
乃
至
多
生
如
仁
王
等
或
有
後
身
菩
薩
即
依
彼
身
成
仏
道
者
今

05
且
挙
一
生
如
弥
勒
妙
性
菩
薩
類

文

一
云
二
説
一
云
十
地
菩
薩
皆
名
一
生
薬
師
経
云

□
□
故

06
唯
除
本
願
更
无
別
生
能
補
仏
処
故
名
補
処
不
同
一
生
所
繋
二
云
即
是
一
生
所

07
繋
菩
薩
如
是
観
音
等
雖
是
一
生
義
分
為
二
謂ク

仏
在
名
為
一
生
菩
薩
後
欲
成
仏
時

08
名

後
身

文

信
（

『
小
経
略
記
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
五
七
・
六
七
八
頁
上

）
云
一
生
補
処
者
或
有
補
処
過
刹
塵
劫
成
仏
无

期
如
文
殊
等
或

09
有
不
久
成
仏
如
賢
劫
諸
仏
故
知
但
約
断
或
証
理
隣
近
妙
覚
名
為
一
生
不
約
時

10
分
遠
近
差
別
彼
土
菩
薩
速
成
仏
者
理
応
往
他
方
随
縁
国
土
耳

文

11
衆
生
聞
者

乃至

生
彼
国
等
事
　

疑
云
所
言
発
願
分
斉
如
何
答
往
生
発
願
也
円
測
疏
云

12
第
三
明
往
因
即
念
仏
名
号

乃至

此
意
説
云
因
是
正
因
願
是
勝
縁
雖
有
其
因
无
願

〈
一
九
丁
左
〉

01
不
成
雖
有
其
願
无
因
不
成
是
故
此
中
先
発
願
彼
正
修
因

文

　

又
以
此
発
願
正

02
為
往
生
安
心
歟
答
爾
也
　

所
以
者
何

乃至

倶
会
一
処
等
事
　

疑
云
上
説
依
正
二
報

03
荘
厳
何
偏
挙
聖
衆
倶
会
之
相
為
発
願
境
歟
答
爾
也
但
今
挙
得
果
益
也

04
恵
心
略
記
（

『
大
正
蔵
』
巻
五

七
・
六
七
八
頁
上

）
云
所
以
者
何
徴テ

ウ

也
得
与
如
是
等
者
答
也
此
中
随テ

衆
生
愛

楽
一

故
勧
与

05
菩
薩
一

倶
会
上

如
宝
積
経
普
明
菩
薩
会
如
月
初
出
時
衆
人
愛
敬コ

ト

踰タ
ル
カ

於
満
月
一

06
如
是
迦
葉
信
我
語
一

者ノ
ハ

愛
敬コ

ト

菩
薩
一

過タ
リ

於
如
来
一

何
以
故
由
諸
菩
薩
生ル

ニ
如
来ヲ
一

　
　

故ニ
ト

云
々

07
其
中
若
有
示
見
仏
一

者ハ

亦
応
随
喜

乃至

又
弥
勒
下
生
経
云
欲
食
自
然
粳
米
欲
著

08
自
然
衣
裳

歟

応
精
進

云
々

准
極
楽
応
有
此
類
異
説
如
是
行
人
消
息

文

09
不
可
以
少
善
根

乃至

生
彼
国
等
事
　

疑
云
少ス

コ
シ
キ  

善
者
文
点
如
何
如
上
円
（

『
小
経
疏
』
、

『
大
正
蔵
』
巻

三
七
・
三
五
五

頁
中―

下

）
云
舎
利
弗
下
二
別

10
示
又
二
一
反
顕
二
正
示
初
文
不
可
以
少
善
得
生
則
反
顕
可
以
多
善
一

得
生
一

也
少

善

セ
ムヲ

ホ
ロ
ケ
ノ
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11
謂
等
閑
発
願
散
乱
称
名
多
善
一

謂
執
持
名
号
要
期
日
限
舎
利
弗
下
二
正
示
又

12
四
一
修
因
二
感
相
三
顕
益
四
得
生
初
文
執
持
名
号
執
謂
執
受
持
謂
任
持
信
力

〈
二
〇
丁
右
〉

01
故
執
受
在
心
一

念
力
故
任
持
不
レ

忘
其
人
下
二
咸
相
是
□
□
三
顕
益
即
得
下
四
得

生
02
悉
如
文
又
以
此
等
龍
下
文
段
何
不
論
往
生
得
否
歟
答
付
已
下
共
有
道
理
一

也

03
又
観
仏
三
味
等
少
善
摂
歟
答
今
師
意
爾
也
　

私
云
此
義
以
外
料
簡
也
有
何
証
拠
一

歟
04
尋
□
諸
師
如
何
釈
之
歟
答
天
台
義
記
（

『
小
経
義
記
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
〇
七
頁
上

）
云
問
前
云
不
可
以
少
善

根
後ニ

那
云
一
日
七
日
一
心
不
散

05
乱
皆
得
生
一

歟
答
今
不
可
以
少
曰
為
二

多
小
時
一

特ニ

由
用
心
厚
薄
一

耳
若
能
七
日
□

□
不

06
乱
其
人
命
終
ア
ミ
タ
仏
以
宿
願
力
一

化
仏
迎
摂
心
不
顚
倒
一

即
得
往
生
一

何
以
故
臨

終
一

07
念
用
心
以
懇
切
即
当
得
生
也

信
同
之

肇
公
義
疏
云
舎
利
弗
不
可
以
少
善
根
福
徳
因

08
縁
得
生
彼
国
次
簡
小
因
一

良
恐
衆
生
曾
聞
三

仏
説
二

臨
終
十
念
即
得
往
生
一

我
今
天

09
命
未
窮
且
当
放
逸
一

為
遮
此
念
一

故
言
不
可
…
…
彼
国
多
持
斉
多
持
戒
多
念
仏
多

10
誦
経
多
礼
多
行
檀
布
施
乃
得
生
彼
一

十
住
論
云
諸
菩
薩
凡
起
少
行
発
深
大
行
以
行

11
□
大
故
得
大
果
報
至
心
一
念
ア
ミ
タ
仏
一

滅
八
十
億
劫
生
死
之
罪
一

何
況
多
念
即

是
有
行
一

12
又
願
往
生
一

行
願
相
扶
何
為
不
得
一

衆
生
一

聞
少
善
根
不
生
彼
国
即
懐
疑
或
一

多
許

功
徳
方

〈
二
〇
丁
左
〉

01
可
得
生
一

故
如
来
教
令
一
日
念
仏
乃
至
七
日
念
仏
発
願
必
得
往
生

文

慈
恩
同
之

02
慈
蔵ノ

ミ
タ
経
記
云
初
小
因
不
得
生
舎
利
弗
若
有
已
下
第
二
大
因
乃
得
生
一

初
是
小

善

03
根
者
非
多
小
之
少
一

是
大
小
之
小
所
以
者
何
安
楽
国
是
仏
菩
薩
所
居
之
処
惟
大
心

所
生

04
小
心
不
得
生
一

故
曰
小
一

也
若
大
乗
門
雖
修
少
分
善
根
一

而
識
心
発
願
亦
得
往
生
如

経
論
説
也

05
元
照
（

『
小
経
義
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
六
一
頁
下

）
云
如
来
欲
明
持
名
功
勝
一

先
貶
余
善
為
小
善
根
一

所
謂ル

布

施
持
戒
立
与
造

06
像
礼
誦
坐
補
懺
念
苦
行
一
切
福
業
若
无
正
信
廻
向
願
求
一

皆
為
小
善
一

非
往
生

07
因
一

若
依
此
経
一

執
持
名
号
決
定
往
生
即
知
称
名
是
多
善
根
多
福
徳
也
昔
作
此
解
一

08
人
尚
遅
疑
近
得
襄
陽
石
碑
経
本
文
理
冥
符
始
懐
深
信
一

彼
云
若
善
男
子
□
女

09
人
聞
説
ア
ミ
タ
仏
一
心
不
乱
専
称
名
号
一

以
称
名
故
諸
罪
消
滅
即
是
多
功
徳
多
善

10
根
多
福
徳
因
縁
一

彼
石
経
本
梁
陳
人
書
至
今
六
百
余
載
六イ

竊カ
ニ

疑
今
本
相
伝
訛
脱

文

11
希
深
義
解
同
之
要
決
（

『
西
方
要
決
』
、
『
大
正
蔵
』

巻

四

七

・

一

〇

七

頁

中

）
云
夫
論
善
根
多
少
只
約
念
仏
以
明
過
去

无
宿
善
今
生

12
不
聞
仏
号
但
今
得
聞
浄
土
専
心
念
仏
此
為
大
善
設
雖
□
□
浄
土
発
意
願
生
進
退

〈
二
一
丁
右
〉

01
未
恒
不
決
定
判
為
少
善

文

春
秋
晏
子
曰
以
一
心
可
事
百
君
以
百
心
不
可
事
一
君

文

02
暁
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』
巻
三

七
・
三
四
九
頁
下―

三
五
〇
頁
上

）
云
顕
示
菩
提
心
摂
多
善
根
一

以
為
因
縁
乃
得
生
故
如
菩

薩
地
発
心
品
云
又
諸
菩
薩

03
初
発
心
能
摂
一
切
菩
提
分
法
殊
勝
善
根
為
首
故
能
違
一
切
有
情
処
所
三
業
悪
行
功

徳
相

04
応
案
云
菩
薩
初
発
菩
提
之
心
能
摂
一
切
殊
勝
善
根
能
違
衆
生
功
徳
相
応
是
故
説
言

非
05
言
小
善
根
福
因
縁
得
生
彼
国
所
以
得
知
以
此
因
者
両
巻
中
摂
九
品
因
以
為
三
輩
三

06
中
皆
有
発
菩
提
心
論
中
為
顕
此
文
意
言
大
乗
善
根
界
等
无
譏
嫌
名

文

07
測
云
此
即
第
二
讃
因
殊
勝
称
讃
経
云
舎
利
子
生
彼
仏
土
諸
有
情
類
成
就
无
量
无

08
辺
功
徳
非
少
善
根
諸
有
情
類
当
得
往
生
无
量
寿
仏
極
楽
世
界
清
浄
仏
土
即
依
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09
此
文
有
説
理
実
初
地
已
上
无
量
善
根
方
得
生
彼
故
云
摂
論
等
云
一
念
ア
ミ
タ
仏
生

浄
土

10
者
是
別
時
意
観
経
所
説
十
六
観
等
涅
槃
経
云
掃
塔
塗
看
病
孝
養
父
母
供
養
諸
仏

11
菩
薩
衆
生
善
根
等
皆
是
別
事
意
一
者
一
前
中
間
習
種
解
脱
分
善
根
者
内
念
力
故

12
撃
発
旧
種
子
閏
而
生
往
来
若
不
爾
者
便
不
得
生
而
摂
大
乗
等
別
時
者
納
依
受

〈
二
一
丁
左
〉

01
用
土
故
不
相
違

文

　

尋
云
付
不
可
以
少
善
根
等
之
文
一

諸
師
作
異
解
一

有
何
由
一

歟

答
於

02
所
釈
経
文
分
明
諸
師
全
不
異
解
一

文
相
幽
玄
異
解
不
同
也
而
今
雖
説
少
善
不
生
一

未
03
明
少
善
之
相
一

而
今
案
此
文
意
一

有
其
二
意
一

一
次
下
説
執
持
名
号
得
生
故
知
指
名

号
外

04
自
余
諸
善
一

云
少
善
不
生
一

歟
二
説
一
心
不
乱
即
得
往
生
一

故
知
設
雖
執
持
名
号
一

非
一
心
不

05
乱
一

云
少
善
不
生
一

歟
有
此
道
理
一

故
諸
師
各
異
解
也
又
雖
余
行
一

一
心
不
乱
行
之

即
得

06
往
生
也
何
云
少
善
不
生
一

歟
又
雖
名
号
一

非
一
心
不
乱
一

不
可
生
一

何
云
即
得
往
生
一

歟
故
知
経
意

07
大
約
安
心
厚
薄
一

説
少
善
不
生
一

也
然
則
人
師
解
釈
多
分
約
安
心
浅
深
一

釈
少
善
不

生
08
之
義
也
　

私
云
付テ

随
縁
雑
善
恐
難
生
一

等
之
文ニ
一

料
簡ル

ニ

之
一

有
四
意
一

歟
謂
一
余
行ハ

疎
雑ナ

ル
カ

故ニ

09
云
不
生
一

如
深
心ノ

下ニ

釈カ
二

雖
可
廻
向
得
生
衆
名
疎
雑
行
一

也
二
余
行ハ

散
心ナ

ル
カ

故
云

不
生
一

如
下
品

10
上
生ニ

釈カ
二

聞
経
十
二
部
一

心
散
故
滅
罪
軽
等
也
此
二
義
於
具
足
三
心ノ

人ニ
一

与
奪
之

意ヲ

且ク

云

11
不
生ト
一

也
又
経ニ

説
得
生ノ

者ヲ
一

云ヒ

一
心
不
乱
一

釈ニ

云ヘ
リ

専
復
専
等
一

此ハ

約シ
テ

行
相ニ
一

釈ル

得

生ヲ
一

也
三

12
余
行ニ

ハ

挙テ

不
具
三
心ノ

者ヲ
一

云
不
生ト
一

如シ

元
照ノ

小
経ノ

疏ニ

（
『
大
正
蔵
』
巻
三

七
・
三
六
一
頁
下

）
云カ
二

无
正
信
一

廻
向
願
求
等
一

也
四
念
仏ニ

モ

〈
二
二
丁
右
〉

01
挙テ

不
具
三
心ノ

者ヲ
一

云
不
生
一

如
三

智
円ノ

小
経ノ

疏ニ

（
『
大
正
蔵
』
巻
三

七
・
三
五
五
頁
中

）
云カ
二

等ナ
ヲ
□

_

閑リ
ノ

発
願
散

乱ノ

称
名
一

也
此
二
義ハ

於
不
具

02
三
心ノ

人
一

以
実
義
一

云
不
生
一

也
又
礼
讃
序ニ

釈シ
テ

不
生ノ

者ヲ
一

（
『
大
正
蔵
』
巻
四

七
・
四
三
九
頁
下

）
云ヘ

リ二

若
欲ル

捨テ

専
一

修ム
ト二

雑
業ヲ
一

者ハ

希
得

03
一
二
…
…
千
中
无
一
等
一

此ハ

約シ
テ

安
心
一

云
不
生
一

也
又
此
四
義
中ニ

初
二
義ハ

仮
令ノ

義

也
容
有ノ

義
也

04
後ノ

二
義ハ

真
実ノ

義
也
必
然ノ

義
也
　

狂カ
ナ

此レ

人ノ

皮ニ

裹メ
リ

驢
骨
等
事
　

疑
云
文
点
并
意
如

何
05
答
如
上
高
接
下
讃
云

可
唱

一
反

下
接
高
讃
云
先
之
料
簡
　

十
地
已
下
劫
難
窮
等
事

06
疑
云
文
点
意
如
何
答
初
生
菩
薩
久
生
菩
薩
无
数
限
一

云
也
　

六
識
縦
横
等
事
　

疑

云
文
意

07
如
何
答
以
六
識
一

同
時
知
万
事
一

横
也
前
後ニ

知ハ

縦
也
　

専
心
専
住
等
事
　

疑
云
心

与
注

08
有
何
別
歟
答
心
者
専
能
縁
之
心
一

注
者
専
所
縁
之
境
一

也
　

下
接
高
讃
云

可
唱

一
反

如
先

之
料
簡
一

09
聞
説
ア
ミ
タ
仏
執
持
名
号
等
事
　

疑
云
執
持
者
安
心
起
行
中
何
歟
答
起
行
也
新
疏

下
10
云仁

執
持
名
号
者
此
有
二
義
一
称
能
詮
之
名
二
念
所
詮
之
理
当
以
称
名
為
助
以イ

本

念

理
為

11
正
二
皆
専
志
故
曰
執
持

文

聞
持
記
序
（

『
浄
全
』
巻
五

・
六
四
三
頁
上

）
云

戒
度

七
日
聞
持
専
一
心
而
不
乱

是
多
功
徳
非
少
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12
善
根

文
　

又
為
但
持
名
号
為
兼
称
名
号
一

歟
答
今
師
意
当
称
名
号
也
礼
讃

（
『
大
正
蔵
』
巻
四

七
・
四
四
七
頁
下

）
釈
一
心

〈
二
二
丁
左
〉

01
称
仏
不
乱
一

故
智
円
疏
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
五
五
頁
下

）
云
初
文
執
持
名
号
謂
執
執
受
持
謂
任
持

信
力
故
執
受

02
在
心
念
力
故
任
持
不
忘

文

西
資
鈔
云
信
力
故
執
受
在
心
等
者
由
在
心
不
忘
所
以
口

03
常
称
名

文

有
云
唯
識
論
云
名
称
音
聞
声モ

依
声モ

仮
立

文

名
号
必
依
声
一

立
者
也

04
尋
云
執
持
名
号
者
観
称
中
何
歟
答
今
釈ハ

雖
不
云
称
名
一

玄
義ノ

別
時
門
（

『
大
正
蔵
』
巻
三

七
・
二
五
〇
頁
上

）

釈
一
日
七
日

05
称
仏
之
名
一

礼
讃
後
序
（

『
大
正
蔵
』
巻
四

七
・
四
四
七
頁
下

）
釈
一
心
称
仏
不
乱
一

又
（

『
大
正
蔵
』
巻
四

七
・
四
四
八
頁
上

）
釈
十

声
十
声
又
（

『
大
正
蔵
』
巻
四

七
・
四
四
八
頁
上

）
釈
若
称
仏
往
生

06
者

云
々

諸
師
皆
以
如
此
也
　

難
云
今
聞
説
ア
ミ
タ
仏
者
指
上ノ

光
明
寿
命
无
量
故
名

07
ア
ミ
タ
仏
之
説
一

歟
若
爾
者
執
持
名
号
者
聞タ

リ

観
念
之
境
一

謂
可
観
光
明
寿
命
等
一

故
08
何
云
称
名
一

歟
又
付
経
之
文
言
一

執
持ノ

二
字
不
必モ

聞
称
名
一

如
何
答
難
勢
実
□
爾
也

09
但
論
蔵ノ

性
相ニ

云
名
句
文
身
依
声
仮
立
一

故
名
号ハ

必
可
口ニ

唱フ

之
一

也
雖
爾
一

竪フ

著
共

不
10
可
一
偏
一

経
論
文
言ハ

多
含ニ

シ
テ

付
執
持
名
号
一

可
有
三
業
之
行
也
是
以
諸
師
解
釈

辺
々
也

11
若
一
日

乃至

不
乱
等
事
　

疑
云
所
言
七
日
等
修
行
者
長
時
別
時
中
何
歟
答
長
時
也
新

12
疏
下
云仁

若
利
根
者
若
一
時
若
一
日
即
得
観
仏
三
昧
若
中
根
者
若
三
月日

歟

若
四

〈
二
三
丁
右
〉

01
月日

歟

方
得
定
若
鈍
根
者
乃
至
七
日
方
得
定
若
善浅

歟

根
者
若
一
月
一
年
乃
至
百
年

02
亦
无
所
得
推
之
可
解

文

　

又
為
臨
終
行
相
為
尋
常
行
相
歟
答
尋
常
行
相
也

03
略
記

恵心

（
『
大
正
蔵
』
巻
五

七
・
六
七
九
頁
上

）
云
問
一
日イ

七
日
等
為
是
尋
常
為
臨
終
耶
答
由
尋
所
行
得
臨

終
正
念
也

04
然
義
記
云
心
不
顚
倒
即
得
往
生
一

何
以
故ニ

臨
終
一
念
用
心
懇
切ニ

シ
テ

即
当
得
去
一

此ハ

釈ハ

05
臨
終
正
念
之
用
非
言
七
日
必ス

近ト

臨
終
一

文

観
云
問
曰
今
説
七
日
之
行
為
近
臨
終

06
為
通
尋
常
釈
有
両
解
一
云
唯
近
行
故
感
禅
師
云
観
経
臨
終
者
極
少
一
念
十

07
念
亦
得
往
生
ア
ミ
タ
経
対
有
命
未
尽
経
曰
始
已
或
一
二
日
乃
至
経
於
多
日
能
念
仏

08
名
亦
生
浄
土
无
量
寿
経
対
長
寿
不
死
之
者
尽
形
寿
一
向
専
念
方
得
往
生

已上

亦

09
通
尋
常
問
曰
若
言
通
尋
常
者
七
日
之
後
遇
縁
作
悪
豈
得
往
生
如
遺
教
経
云
嗔
恚

10
之
害
破
善
法
又
劫
功
徳
賊
无
過
嗔
恚
釈
言
不
爾
七
日
行
後
設
雖
造
罪
而
此
行

11
法
決
定
業
故
是
人
終
時
不
顚
倒
懺
悔
罪
必
得
往
生
或
七
日
後
不
遇
悪
縁
以
是
大

12
善
威
徳
力
一
切
諸
仏
所
護
念
故
此
解
為
勝
不
爾
便
有
尋
常
行
中
无
定
業
過

文

〈
二
三
丁
左
〉

01
又
一
心
者
定
散
中
何
歟
答
散
也
称
讃
経
云
繋
念
不
乱
或
有
約
事
理
一

師

02
通
賛
二
（

巻
中
、
『
大
正
蔵
』
巻

三
七
・
三
四
三
頁
中

）
云
一
心
者
更
无
間
隔
故
名
曰
一
心
不
乱
者
専
注
无
散

也
文

03
我
見
是
利
故
説
此
言
等
事
　

疑
云
我
見
者
為
知
見
為
眼
見
歟
答
知
見
也
称
讃

04
経
説
観
一

也
肇
云
謂
我
法
眼
見
是
勝
利
勧
汝
懃
修
往
果
也 

05
慈
恩
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
二
六
頁
中

）
云
我
了
々
見
々
有
如
是
勝
利
故
勧
汝
往
生
也

文

　

又
我
見

等
之
言
者
指
上
何

06
文
等
歟
答
上
依
正
二
報
発
願
起
行
等
也
称
讃
経
（

『
大
正
蔵
』
巻
一

二
・
三
五
〇
頁
上

）
云
又
舎
利
子
我
観

如
是
利

07
益
安
楽
大
事
因
縁
説
誠
諦
語
若
有
浄
信
諸
善
男
子
或
善
女
人
得
聞

08
如
是
无
量
寿
仏
不
可
思
議
功
徳
名
号
極
楽
世
界
浄
仏
土
者
一
切
皆
応
信
受

09
発
願
如
説
修
行
生
彼
仏
土

文

　

又
利
者
何
等
歟
答
利
益
也
天
台
記
（

『
小
経
義
記
』
、
『
大
正

蔵
』
巻
三
七
・
三
〇
七
頁
上

）

云
応
当
発

10
願
一
心
修
行ノ

願
行
相
扶
必
得
往
生

文

諸
師
多
釈
上
来
依
正
二
報
功
徳
利
益
行
者

11
故
一

也
円
（

『
小
経
疏
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
三
五
五
頁
下

）
云
舎
利
弗
下
三
結
意
我
見
是
利
故
説
此
言
者
謂
見
彼
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世
界
極

12
楽
寿
命
无
量
二
報
荘
厳
之
利
也
遂
勧
衆
生
発
願
生
彼
故
云
故
説
此
言

〈
二
四
丁
右
〉

01
信
（

『
小
経
略
記
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
五
七
・
六
七
九
頁
下

）
云
引
証
勧
成
衆
雖
信
解
前
説
心
有
少
猶
預
極
楽
功
徳
不
可

言
宣
唯
大
聖

02
境
恐
非
我
分ノ

且
願
且
恐
故
以
証
勧
此
有
五
文
一
以
自
証
知
見
勧
二
引
他
方
仏
説

勧
03
…
…
此
是
初
也
意
云
我
以
仏
眼
観
明
見
此
勝
利
故
説
彼
因
果
汝
等
勿
有
疑

文

04
又
（

『
小
経
略
記
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
五
七
・
六
七
九
頁
下

）
云
問
有
人
謂
云
於
諸
浄
土
極
楽
為
下
何
故
専
勧
彼
土
因
果

答
云
知
其
一
未
知
其

05
二
於
賢
劫
中
唯
除
釈
迦
余
仏
国
土
皆
名
浄
土
彼
是
尊
時
既
有
男
女
便
利
鳥

06
獣
豈
勝
極
楽
又
下
八
万
无
央
数
浄
土
荘
厳
妙
事
皆
摂
在
極
楽
豈
各
別
土
為

07
勝
総
摂
処受

イ
為
劣
耶

文

観
云
明
往
生
証
此
文
来
者
為
断
疑
生
信
仏
証
誠
一

之
於
中

08
有
二
一
明
自
証
二
明
他
証

文

　

若
有
衆
生
聞
是
説
者
応
当
発
願
等
事
　

疑
云

09
上
既
発
願
畢
何
重
勧
発
願
歟
答
上
挙
発
願
等
境
一

釈
欣
求
之
由
一

今
結
成シ

テ

正
令

10
発
願
也
　

尋
云
応
当
発
願
生
彼
国
者
者
説
別
時
意
一

歟
答
信
（

『
小
経
略
記
』
、
『
大
正
蔵
』

巻
五
七
・
六
七
九
頁
下

）

云
此
中
勧
前
願

11
行
相
応
兼
亦
勧
彼
唯
発
願
也
文
略
行
因
但
云
生
彼
々
々
言
義
兼
遠
近
々
顕
由

12
行
即
便
往
生
遠
顕ノ

由
願
遂
当
往
生

文

観
云
若
有
衆
生
等
次
勧
願
因
唯
勧ク

ワ
ン

〈
二
四
丁
左
〉

01
願
挙
初
略
後
具
足
応
云
願
行
倶
勧
故
称
讃
云
一
切
皆
応
住
意
発
願
如
説

02
修
行
生
彼
仏
土

文

諸
師
多
如
永
観
釈
一

也
　

極
楽
无
為

乃至

恐
難
生
等
事

03
疑
云
随
縁
之
義
如
何
答
随
機キ

縁
也
八
万
正
教
共
随
縁
教
也
然
而
今
別
取
一
法
一

指

04
其
外
一

云
随
縁
一

也
　

又
雑
善
者
何
等
歟
答
念
仏ノ

外ノ

諸
行
也
此
即
正
雑
二
行
中
雑

行
也

05
又
置
恐
之
言
有
何
意
歟
答
修
雑
行
欲
往
生
一

釈
難
生
一

故
旦
憚
置
恐
之
言
一

也

06
授
决
集
（

『
大
正
蔵
』
巻
七

四
・
二
九
九
頁
上

）
云
恐
慮
之
泂
不
是
言
説

文

今
師
簡
雑
善
一

之
処
必
置
恐
之

言
一

給
也

07
意
云
観
経
等
説
生
今
経
不
説
不
生
一

故
也
　

又
雑
善
何
難
生
歟
答
疎
遠
故
也

08
疎
遠
故
力
弱
也
故
般
舟
讃
（

『
大
正
蔵
』
巻
四

七
・
四
五
三
頁
中

）
云
万
行
倶
廻
皆
得
往
念
仏
一
行

為
尊

廻
生
雑

09
善
恐
力
弱
无
過
一
日
七
日
念

文

　

教
念
ミ
タ
専
復
専
等
事
　

疑
云
経
唯
云
執

10
持
釈
家
有
何
意
云
教
念
歟
答
三
業
行
中
身
口
雖
有
具
不
具
一

応
業
必
可
有
一

11
故
也
　

又
専
復
専
両
重
意
如
何
答
苦
勧
也
　

私
云
上
来
料
簡
此
義
不
爾
一

歟
其

12
故ハ

先
随
縁
之
言
難
定
判
一

歟
日
想
観
釈
（

「
定
善
義
」
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
二
六
一
頁
中

）
云
境
縁
非
一
等

此
妄
縁
也

地
想
観
釈

〈
二
五
丁
右
〉

01
（

「
定
善
義
」
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
二
六
三
頁
下

）
云
勧
発
流
通
随
縁
広
説
一

此
機
縁
也

花
座
観
釈
（

「
定
善
義
」
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
二
六
六
頁
中

）

云
三
業
随
縁
転
定
想
逐
波
飛

02
此
妄
縁
也

次
雜
善
之
言
亦
難
定
一

歟
礼
讃
序
（

『
大
正
蔵
』
巻
四

七
・
四
三
九
頁
上

）
釈
往
生
行
相
一

无
余
修
下

云
不

03
雑
余
業

此
善
業ノ

雑
念
仏

无
間
修
下
釈
（

『
大
正
蔵
』
巻
四
七

・
四
三
九
頁
上
意

）
云
不
以
余
来
間

此
悪
業ナ

リ

  

来
間イ

ハ

兼
同
雑
義
一

不
以
貪
嗔
来
間

者
04

此
妄
心
也

又
雑
義
也

又
下
釈
徳
一

下
（

『
大
正
蔵
』
巻
四

七
・
四
三
九
頁
中

）
云
无
外
雑
縁
得
正
念
故

雑
之
言
有
三
謂

善
業
悪
業
妄
念

次
下
結
釈

（
『
大
正
蔵
』
巻
四

七
・
四
三
九
頁
下

）
云
専

05
雑
有
異
…
…
修
雑
不
至
心
者

此
雑
亦

可
有
三

又
弘
決
二
（

『
大
正
蔵
』
巻
四
六

・
一
八
二
頁
下
意

）
云
大
論
十
二
云
貪
著

世
名
不
専
勤

06
求
一

…
…
而
求
仏
道
一

而
為
雜
行
一

如
此
例
非
一ニ
一

若
爾ハ

約
此
等
義
辺
指
善
悪
二
業

雑
07
念
仏
善ニ
一

云
随
縁
雑
善
恐
難
生
一

歟
又
般
舟
讃
文モ

意
同
之
一

歟
或
如
下
品
上
生
人

08
聞
十
二
部
経
首
題
一

意
散
乱シ

聞
ミ
タ
名
号
一

心
不
散
約
此
等
義
辺
一

云
恐
難
生
一

歟

如
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09
此
一

与
奪
傍
正
常
事
也
　

難
云
若
如
汝
所
解
一

者
選
択
集
第
三
章
（

『
大
正
蔵
』
巻
八

三
・
一
七
頁
中

）
云

不
可
以
少
善
根

10
者
諸
余
雑
行
難
生
彼
国
一

故
云
随
縁
雑
善
恐
難
生
一

…
…
然
則
雑
善
是
少
善

11
根
也

文

爾
者
相
違
如
何
答
此
難
尤
爾
也
但
如
上ニ 

婁シ
ハ
シ
ハ

料
簡
雑
善
之
言ノ

中ニ

有
善

12
悪
一

中ニ

約
善
一
辺ニ
一

云
余
善ハ

少
善
根
歟
諸
師
受
少
善
根
文
一

或
約
行
体
一

余
行

〈
二
五
丁
左
〉

01
云
少
善
一

約ハ

安
心
一

名
号
云
少
善
一

也
堪
能ノ

機ノ

前ニ
ハ

何
善ニ

全
不
可
有
恐
難
生
之
義
一

也
02
若
爾
者
釈
文ニ

極
楽
无
為
涅
槃
界
者
讃
嘆シ

所
生
浄
土
一

随
縁
雑
善
者
約
往
生
修

03
因
一

謂
雑
者
能
雑
也
善
者
所
雑
也
付
能
雑
一

有
三
一

一
三
業ノ

善
行
当
礼
讃ノ

四
修ノ

04
中
无
余
修ノ

下ノ

不
雑
余
業
一

二
身
口ノ

衆
務
悪
業
当
无
間
修ノ

下ノ

不
以
余
嗔
業

05
来
間
一

三
意
地
妄
念
当
无
間
修
下ノ

不
以
貪
嗔
煩
悩
来
間
一

也
善
者
念
仏ノ

善
也
恐

06
難
生
者
当
一
二
三
五
乃
至
千
中
无
一
一

也
意
云
観
経ノ

義ハ

亘
念
仏
諸
行
一

広
釈
往

07
生ノ

行
一

礼
讃ハ

一
向
付
三
業ノ

念
仏ノ

一
行
一

勧
進ス

故
厳キ

ヒ
シ
ク

簡カ

余
行
悪
業
等
一

今
付
名
号

一
08
行
一

云
随
縁
雑
善
恐
難
生
一

対
執
名
号
之
一
法
一

故
又
経
云
不
乱
一

釈
専
復
専
一

若
不

専
09
復
専
一

設
執
持シ

テ

名
号
一

往
生
不
可
一

歟
又
付
此
人
一

以
口
業
一

料
簡
云
一
余
行ハ

疎
雑

10
故
云
不
生
一

如
深
心ノ

下
（

「
散
善
義
」
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
二
七
二
頁
中

）
釈
雖
可
廻
向
得
生
衆
名
疎
雑
行
一

也
二

余
行ハ

心
散
故
云

11
不
生
一

如
下
品
上
生
釈
（

「
散
善
義
」
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
七
・
二
七
六
頁
中
意

）
聞
経
雖
十
二
部
一

心
散
故
滅
罪
軽
等
一

此

二
義ハ

於
具
足
三
心
人
一

12
以
与
奪
之
意
一

且ク

云
不
生
一

也
三
余
行ニ

ハ

挙テ

不
具
三
心
者
一

云
不
生
一

如
元
照
小
経
疏

（
『
大
正
蔵
』
巻
三

七
・
三
六
一
頁
下

）
云

〈
二
六
丁
右
〉

01
无
正
信
一

廻
向
願
求
等
也
四
念
仏ニ

モ

挙
不
具
三
心
者
一

云
不
生
一

如
智
円
小
経
疏

（
『
大
正
蔵
』
巻
三

七
・
三
五
五
頁
中

）
云
等

02
閑
発
願
散
乱
称
名
一

也
経
説
得
生
者
云
一
心
不
乱
一

釈
云
専
復
専
等
一

此
約
行
相
一

釈
03
得
生ヲ
一

也
又
礼
讃
序ニ

釈
不
生
者ヲ
一

（
『
大
正
蔵
』
巻
四
七

・
四
三
九
頁
中―

下

）
云
若
欲
捨
専
修
雑
業
者
希
得

一
二
…
…
千
中
无
一

04
等
一

此
約シ

テ

安
心
一

釈
不
生ヲ
一

也
是
二
義ハ

於
不
具
三
心
人
一

以
実
義
一

云
不
生
一

也
今

云
此
四
義
中ニ

05
初
二
義ハ

仮
令ノ

義
也
容
有ノ

義
也
後
二
義ハ

真
実ノ

義
必
然ノ

義
也

06
倍
皆
然
等
事
　

疑
云
意
如
何
答
如
七
日
長
時ニ

モ

倍ス

行コ
ト

云
也
　

坐
時
即
得

乃至

入
三
賢

等
事

07
疑
云
无
生
与
不
退
有
何
別
歟
答
浅
深ノ

異
也
謂
坐
時
无
生
者
浅
果
報
无
生
也

08
処
不
退
也
証
得
不
退
者
深
得
生
已
後
位
不
退
也
初
住
也
云
入
三
賢
一

故
也
有
云

09
无
生
者
約
証
理
一

因
中
説
果
也
　

ミ
タ
侍
者

乃至

无
辺
観
世
音
等
事
　

疑
云
今

10
挙
二
菩
薩
一

有
何
由
歟
答
与
諸
聖
衆
内ニ
一

先
挙
勝
一

也
　

又
无
辺
者
何
等
歟
答

11
勢
至
也  

百モ
ヽ
ノ

許カ
ス

千
万タ

ヒ 

数シ
ハ
シ
ハ

出
世
等
事  

疑
云
文
点
并
意
如
何
答
如
上
意
云
二
菩
薩

12
出
世
数
也
　

万
中
无
一
出
煩
籠
等
事
　

疑
云
菩
薩
利
益
似
无
其
実
如
何
答
今
挙ク

衆
〈
二
六
丁
左
〉

01
生
罪
根
深
重
之
過
一

也
　

人
天
少
善

乃至

証
六
道通

歟
等
事
　

疑
云
人
天
少
善
者
説
何
事

歟
答

02
人
天
少
善
当
難
証
一

既
証
六
通
一

哉
云
也
　

又
无
為
六
通
者
聖
道
浄
土
二
門
中
何

門
03
利
益
歟
答
今
不
分
別
也
聖
道ノ

无
為
也
　

雖
得
見
聞
希
有
法
等
事
　

疑
云
指
何
等

法
04
云
希
有
法
一

歟
答
大
方
仏
法
也
　

縦
使ヒ

連
年ニ

放シ
キ
マ
ヽ
ニ

脚
走シ

テ

等
事
　

疑
云
文
点
并
意

如
何
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05
答
如
上
意
設
雖
不
麁
心
懈
怠
一

不
成
善
事
歟
　

趁チ
ン

　
　

貪
嗔
満リ

内
胸ニ
一

等
事
　

疑
云

06
文
点
并
意
如
何
答
如
上
意
云
外
相ハ

勤
行レ

ト
モ

内
心
有
三
毒
云
歟
　

貪
嗔
即
是
身
三

業
等
事

07
疑
云
身
者
三
業
之
随
一
也
何
云
身
三
一

歟
答
設
意
地
起
貪
一

口
出
言
一

皆
為
身
之
利

益
也

08
故
総
云
身
三
業
一

也
花
厳
経
第
四
十
（

般
若
訳
、
『
大
正
蔵
』

巻
一
〇
・
八
四
五
頁
上

）
云
我
於
劫
者
无
始
初
中
由

貪
嗔
痴
発
身
口

09
意
作
諸
悪
業
无
量
无
辺
若
此
悪
業
有
体
相
者
尽
虚
空
不
能
容
受

文

10
唯
識
云
名
身
文
身
句
身

文

意
云
身
者
於
物
一

云
所
依
也
一

也
有
云
唯
識
云
体
依
止
義

11
即
為
名
身
成
唯
識
（

巻
一
〇
、
『
大
正
蔵
』

巻
三
一
・
五
七
頁
下

）
云
体
依
聚
義
総
説
名
身
　

念
仏
慈
悲
入
聖
聚

等
事
　

疑
云

12
念
仏
者
称
念
歟
答
爾
也

13
文
永
五
年
暦
九
月
四
日
子
時
許
書
了

*1
『
宗
学
院
論
集
』
九
一
号
、
二
〇
一
九
年
。

*2
『
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
〇
号
、
二
〇
二
〇
年
。
な
お
、
「
（
表
）

『
法
事
讃
疑
芥
』
所
引
『
小
経
』
註
釈
書
と
引
用
回
数
」
（
三
三―

三
四
頁
）
に
お
い
て
、
円

測
『
阿
弥
陀
経
疏
』
の
項
目
が
誤
っ
て
重
複
し
て
い
た
た
め
、
こ
こ
に
記
し
て
訂
正
す
る
。

*3
本
稿
で
は
『
法
事
讃
光
明
抄
』
を
『
法
事
讃
疑
芥
』
と
呼
称
す
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は

赤
松
・
西
村
・
佐
竹
前
掲
稿
〔
二
〇
一
九
〕
一
六
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

*4
赤
松
・
西
村
・
佐
竹
前
掲
稿
〔
二
〇
一
九
〕
一
八
〇
頁―

一
八
二
頁
を
参
照
。

*5
導
空
は
「
道
空
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
『
法
事
讃
下
管
見
鈔
』

（
神
奈
川
県
称
名
寺
蔵
、
金
沢
文
庫
管
理
。
目
録
番
号

：

九
二―

九―

一
・
二
。
）
に
お

い
て
示
さ
れ
て
い
る
「
導
空
」
の
表
記
を
用
い
る
。

*6
九
品
寺
流
の
系
譜
に
つ
い
て
、
例
え
ば
『
法
水
分
流
記
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
て

い
る
。

長
西

覚
明

道
教

念
空

阿
弥
陀

性
仙

阿
弥
陀
房
と
道
教
は
長
西
の
門
弟
と
し
て
、
導
空
（
性
仙
）
は
道
教
の
門
弟
す
な
わ
ち
長

西
か
ら
み
れ
ば
孫
弟
子
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
（
野
村
恒
道
・
福
田
行
慈
編

『
法
然
教
団
系
譜
選
』
二
三―

二
五
頁
参
照
。
な
お
本
稿
に
お
い
て
扱
わ
な
い
諸
師
の
名

は
省
略
し
て
示
し
て
い
る
。
）

*7
『
選
択
集
』
の
他
に
は
、
た
と
え
ば
『
逆
修
説
法
』
に
お
い
て
言
及
が
見
ら
れ
る
が
、
『
選

択
集
』
と
同
じ
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
（
『
聖
典
全
書
』
六
、
一
五
九―

一
六
〇
頁
／

『
昭
法
全
』
二
九
六
頁
。
）

*8
本
稿
で
引
用
す
る
九
品
寺
流
諸
師
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
便
宜
を
図
っ
て
括
弧
や
句
読
点
、

文
字
囲
み
、
傍
線
、
訓
点
等
を
私
に
付
し
た
。

*9
長
西
は
「
執
持
名
号
」
の
釈
に
お
い
て
、
称
名
の
み
な
ら
ず
観
念
を
含
む
理
解
を
見
せ
て
い

る
。
詳
し
く
は
赤
松
・
西
村
・
佐
竹
前
掲
稿
〔
二
〇
一
九
〕
一
七
四―

一
七
五
頁
な
ら
び

に
佐
竹
真
城
「
称
名
寺
聖
教
『
往
生
礼
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て
」
『
仏
教
学
研
究
』
七
六

ト
メ 

モ
ト
メ
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号
、
二
〇
二
〇
年
、
六
六
頁―

六
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

*10
〈
浄
土
疑
芥
〉
と
は
、
『
法
事
讃
疑
芥
』
を
含
む
長
西
の
一
連
の
著
作
群
の
総
称
で
あ
る
。

詳
し
く
は
赤
松
・
西
村
・
佐
竹
前
掲
稿
〔
二
〇
一
九
〕
一
六
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

*11
詳
し
く
は
岸
章
二
「
金
沢
文
庫
所
蔵
『
観
経
疏
光
明
抄
』
玄
七
第
五
（
？
）
同
序
三
第
一

の
本
文
及
び
そ
の
解
説
と
光
明
抄
研
究
の
一
問
題
」
『
宗
学
研
究
』
巻
一
一
、
一
九
三
五

年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

*12
巻
三
、
二
五
丁
左―
二
六
丁
右
。
な
お
、
書
き
出
し
は
、
「
又
付
此
人
以
口
業
料
簡
云
…
」

と
な
っ
て
お
り
、
異
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
は
全
く
同
内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

*13
神
奈
川
県
称
名
寺
所
蔵
、
金
沢
文
庫
管
理
。
目
録
番
号

：

七
五―

六―

一
。
『
阿
弥
陀
経

抄
』
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
能
島
覚
「
称
名
寺
聖
教
『
阿
弥
陀
経
抄
』
に
つ
い
て
」
『
金

沢
文
庫
研
究
』
三
二
三
号
、
二
〇
〇
九
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
本
稿
で
の
『
阿
弥

陀
経
抄
』
引
用
で
は
、
出
拠
と
し
て
能
島
氏
の
論
文
の
頁
数
を
示
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

能
島
氏
の
翻
刻
を
修
正
し
た
箇
所
は
網
掛
け
で
示
し
、
原
本
の
丁
数
も
併
記
し
て
い
る
。

*14
詳
し
く
は
、
井
上
慶
淳
「
法
然
門
下
の
教
学
の
研
究―

九
品
寺
流
の
教
学
に
つ
い
て―

」

『
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
四
〇
集
、
二
〇
一
八
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

*15
「
古
信
作
仏
」
…
字
の
並
び
は
「
古
作
信
仏
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
古
」
の
下
に
挿
入

符
号
が
確
認
で
き
、
ま
た
「
信
」
の
右
傍
に
入
れ
替
え
符
号
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
古
信
作
仏
」
と
な
る
意
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
入
替
指
示
の
線
は
「
信
仏
」
の
間

に
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
た
め
、
「
古
仏
作
信
」
の
可
能
性
も
想
定
で
き
る
。
本
翻
刻
で

は
、
「
古
」
の
下
に
「
信
」
の
意
と
判
断
し
て
「
古
信
作
仏
」
と
し
た
。
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